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法律上の表示

保証

HP の製品およびサービ スに対する保証は、 各製品およびサービ スに添付された明示の保証書に記載されている

ものに限定されます。 本書は保証を補填する ものではあ り ません。 HP は本書に掲載されている技術的な誤記、

誤植、 欠落に対し て責任を負いません。

こ こに掲載されている情報は予告な しに変更される こ と があ り ます。

権利の制限

機密コ ン ピ ュータ ソ フ ト ウ ェ ア。 こ の ソ フ ト ウ ェ アを所有、 使用、 または複製する場合は、 HP から有効な ラ イ

セン ス を取得する必要があ り ます。 FAR 12.211 および 12.212 に従い、 商用コ ンピ ュータ ソ フ ト ウ ェ ア、 コ ン

ピ ュータ ソ フ ト ウ ェ ア ド キ ュ メ ン ト 、 および市販品に関する技術データは、 ベンダの標準営業ラ イセン ス下にお
いて米国政府の許諾を受けています。

著作権

© Copyright 2003 - 2007 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標

Java™ は、 米国 Sun Microsystems, Inc. の商標です。

Oracle® は、 米国 Oracle Corporation, Redwood City, California の米国におけ る登録商標です。 

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。

Windows® および Windows NT® は、 米国 Microsoft Corporation の米国におけ る登録商標です。 
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ドキュ メン トの更新情報

本書のタ イ ト ルページは、 以下の識別情報を含みます。

• ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン番号 （ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンを示す）

• ド キ ュ メ ン ト の リ リ ースの日付 （ド キ ュ メ ン ト の更新があ る たびに変更される）

新のア ッ プデー ト 版のチェ ッ クや、 本書の 新版を使用し ている こ と の確認をする場合は、 次のサイ ト にア ク
セス し て く だ さい。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/ 

また、 該当する製品サポー ト サービ スに加入し ている場合、 ア ッ プデー ト 版や新規版を受領する こ と ができ ま
す。 詳細については HP の営業担当までお問い合わせ く だ さい。
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サポート

HP ソ フ ト ウ ェ アサポー ト 専用 Web サイ ト をご覧いただけます。

http://support.openview.hp.com/support.jsp 

HP ソ フ ト ウ ェ アオン ラ イ ンサポー ト は、 対話式技術サポー ト ツールにア ク セスする効率的な手段を提供し ます。

サポー ト サイ ト では次の こ と が可能です。

• 関心のあ る ド キ ュ メ ン ト を検索する

• サポー ト ケースの登録 / ト ラ ッ キングおよび拡張機能の要求

• ソ フ ト ウ ェ アパッチのダウ ン ロード

• サポー ト 契約の管理

• HP サポー ト 契約を調べる

• 利用可能なサービ スに関する情報を確認する

• 他の ソ フ ト ウ ェ ア利用者と デ ィ ス カ ッ シ ョ ンする

• ソ フ ト ウ ェ ア ト レーニングの検索および登録を行 う

サポー ト の多 く では、 HP Passport へのユーザー登録と サイ ン イ ンが必要です。 多 く の場合、 サポー ト 契約も必

要です。

ア ク セス レベルおよび HP パスポー ト に関する詳細は、 次の URL で確認し て く だ さい。

http://support.openview.hp.com/new_access_levels.jsp 
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1 概要
本章では、 次の項目について説明し ます。

• OVPI と システム リ ソース

• バージ ョ ン 4.2 の拡張機能

• フ ォルダーと レポー ト

• HP OpenView Operations (OVO) と の統合

• レポー ト のカ ス タマ イ ズ方法

• 追加情報の入手先

OVPI とシステムリソース

HP OpenView Performance Insight (OVPI) はパフ ォーマン ス管理 と レポーテ ィ ングのアプ リ

ケーシ ョ ンです。 長期間のデータ収集、 詳細な分析、 および対話式 Web ベースのレポー ト 作成

機能が、 このアプ リ ケーシ ョ ンの主な特長です。 必要に応じ て、 OVPI にネ ッ ト ワーク管理また

はシステム管理アプ リ ケーシ ョ ンを統合でき ます。 統合によ り 、 障害の切 り 離し、 問題の診断、
およびキ ャパシテ ィ プラ ンニングの機能が強化されます。 

System Resource Report Pack を OVPI にイ ン ス ト ールし ます。 システム リ ソースのレポー ト を

使用する こ と によ り 、 リ ソースに関する問題が重大にな る前に察知する こ と ができ ます。 また、
リ ソースが十分か、 不足気味か、 あ るいはその中間ぐ らいの状態かを確認し た り 、 前日の利用状
態を週間および月間の傾向 と 比較し た り する こ と ができ ます。 利用度が上昇し ている システムの
場合、 予測レポー ト を使用し て、 パフ ォーマン ス し きい値の到達予想時期を表示する こ と ができ
ます。

System Resource Report Pack には、 メ イ ンパッ ケージ 1 個、 複数のサブパッ ケージ、 および複

数のデータパイプが含まれます。 実際には、 メ イ ンパッ ケージ用に 3 本のデータパイプがあ り 、

それぞれが、 OpenView エージェ ン ト の検出、 OpenView エージェ ン ト へのポー リ ング、 および

ホ ス ト リ ソース MIB をサポー ト する システムからのデータ収集の役割を分担し ます。 サブパッ

ケージは、 個々にデータパイプを内蔵し ています。 データパイプの詳細については、 第 4 章

「データ収集」 を参照し て く ださ い。 

バージ ョ ン 4.2 の拡張機能

バージ ョ ン 4.2 は、 新機能、 新規ア ッ プグレード パッ ケージ、 および不具合の修正を含みます。

新機能

• 場所独立レポー ト (LIR)
7



• [ 管理コンソール ]>[ ポリシーマネージャのコピー ] のサポー ト

• 長期保管 （データ アーカ イブ）

新しいアップグレードパッケージ

• UPGRADE_SR_CPU_to_42.ap

• UPGRADE_SR_to_42.ap

• UPGRADE_SR_DISK_to_43.ap

• UPGRADE_SR_LV_to_43.ap

• UPGRADE_SR_NI_to_43.ap

• UPGRADE_SR_PROC_to_42.ap

• UPGRADE_SR_OVPA_to_31.ap

• UPGRADE_RFC1514_to_41.ap

不具合の修正箇所の完全 リ ス ト については、 付録 A 「バージ ョ ン履歴」 を参照し て く だ さい。

フォルダーおよびレポート

以下に、 メ イ ンパッ ケージに含まれる レポー ト をアルフ ァベッ ト 順に列挙し ます。

1 CPU 使用率の リ ソース予測

2 フ ァ イルシステム使用率の リ ソース予測 

3 フ ァ イルシステム リ ソースの 適化 

4 メ モ リ ー使用率の リ ソース予測 

5 メ モ リ ー リ ソースの 適化

6 システム CPU、 メ モ リ ー、 ス ワ ッ プの使用率例外のホ ッ ト スポ ッ ト  

7 システム CPU、 メ モ リ ー、 ス ワ ッ プの使用率ク イ ッ ク ビ ュー 

8 システム CPU、 メ モ リ ー、 ス ワ ッ プの使用率ク イ ッ ク ビ ュー - スナッ プシ ョ ッ ト  

9 システム CPU、 メ モ リ ー、 ス ワ ッ プの使用率ク イ ッ ク ビ ュー - 準 リ アルタ イ ム

10 システム CPU、 メ モ リ ー、 ス ワ ッ プの使用率ク イ ッ ク ビ ュー - 準 リ アルタ イ ム - スナ ッ プ

シ ョ ッ ト

11 サービ ス レベル管理エグゼ ク テ ィ ブサマ リ ー

12 システムの可用性

13 システム イ ンベン ト リ

14 各アプ リ ケーシ ョ ンを実行する システム — スナ ッ プシ ョ ッ ト  

15 システムボ リ ューム と CPU 使用率の ト ッ プテン

16 ト ッ プテン ト ラ ンザク シ ョ ン

17 システム当た り の ト ラ ンザク シ ョ ン — スナッ プシ ョ ッ ト
8 第 1 章



概要 9

一般的なレポート

System Resource には次のよ う な一般的なレポー ト が含まれています。

• ト ッ プテン

• ホ ッ ト スポ ッ ト

• ク イ ッ ク ビ ュー

• 準 リ アルタ イ ム

• エグゼ ク テ ィ ブサマ リ ー 

• 予測 

ボ リ ューム と使用率が も大きい場所を調べるには、 ト ップテンレポー ト を開き ます。 このレ
ポー ト では、 ボ リ ューム ( 大きい順 )、 CPU 使用率 ( 高い順 )、 フ ァ イルシステム使用率 ( 高い順 )
に も と づいてシステムが ソー ト されます。 こ のレポー ト を使用する と 、 異常な動作状況が発生し
ている システムを見つけ る こ と ができ ます。

ト ッ プテン レポー ト にあ る システムを さ らに詳し く 調査する場合は、 ク イ ッ ク ビ ューのスナ ッ プ
シ ョ ッ ト 版を開いて対象のシステム ( 複数選択可 ) を選択し ます。 このレポー ト には、 前日の使

用率の平均と 、 例外し きい値が示されるほか、 時間単位で使用率レベルを ト ラ ッ キング し たグ ラ
フ も表示されます。

時間単位の平均に集約されていない、 新のパフ ォーマン スデータ を調べるには、 ク イ ッ ク
ビ ューの準 リ アルタ イ ム版を開き ます。 過去 6 時間で実際に収集されたサンプルデータ を調べる

こ と で、 問題の状況が改善されつつあ るのか悪化し ているのかを確認でき ます。 ク イ ッ ク ビ ュー
で使用率が高すぎ る こ と が判明し た場合は、 適化レポー ト を使用し て、 負荷バラ ン ス を調整す
る こ と がサービ ス品質を改善する ための 短の方法かど う かを確認し ます。 

使用率レ ベルが高く 、 状況が悪化し ている と 推測さ れる 場合は、 予測レ ポート を使用し て、 使用
率が上昇し ている シス テムを特定し ま す。 予測レ ポート には、 次のよ う な詳細情報が示さ れま す。

• し きい値までの日数 (DTT)

• 当日から 30、 60、 および 90 日間の推定使用率

• 過去 24 時間の、 サービ スのグレード の評価

• 過去 24 時間の CPU、 メ モ リ ー、 ス ワ ッ プ、 およびフ ァ イルシステムの使用率の傾向

OVO との統合

システム リ ソース を HP OpenView Operations (OVO) に統合する こ と によ り 、 障害の切 り 離し

と 問題の診断を これまで以上に迅速に行 う こ と ができ ます。 そのためには、 システム リ ソースに
付属する し きい値サブパッ ケージを イ ン ス ト ールする必要があ り ます。 し きい値サブパッ ケージ
は、 し きい値モジ ュールがデータベースのし きい値違反を監視する ために使用する し きい値ポ リ
シーを含みます。 

し きい値モジ ュールが違反を検出する と 、 い く つかの考え られる対策の中の 1 つの措置を実行し

ます。 デフ ォル ト のア ク シ ョ ンでは、 ネ ッ ト ワーク ノ ード マネージ ャ （NNM） に違反 ト ラ ッ プ

を送信し ます。 違反状況が解消される と 、 デフ ォル ト のア ク シ ョ ンは NNM に ク リ ア ト ラ ッ プを

送信し ます。

NNM がデフォ ルト のト ラ ッ プ送信先になっている ため、 OVO 宛にト ラ ッ プを送信する よ う にし

き い値モジュ ールに設定する 必要があり ま す。 こ の変更を行う には、 SNMP ト ラ ッ プアク ショ ン

定義フォ ームを開いて、 必要な情報を入力し て保存し ま す。 更に、 ユーザー自身ま たは当該の
OVO 管理者が、 OVO 用のト ラ ッ プテンプレ ート を作成する 必要があり ま す。 ト ラ ッ プテンプ

レ ート の定義の詳細については、『 Thresholds Module ユーザーガイ ド 』 を参照し てく ださ い。



レポートのカスタマイズ方法 
プロパテ ィ を イ ンポー ト する、 グループフ ィ ルターを適用する、 制約を適用する、 テーブルやグ
ラ フを編集する などの方法で、 レポー ト をカス タマイ ズする こ と ができ ます。 サービ スプロバイ
ダの場合は、 グループフ ィ ルターを使用し てカ ス タマ固有のレポー ト を作成し ます。 また、 レ
ポー ト に制約を適用し た り 、 テーブルやグ ラ フ を編集する方法が適し ている場合も あ り ます。
テーブルやグ ラ フの編集 ( ビ ューオプシ ョ ンの選択 ) についての詳細は、 付録 B 「テーブル と グ

ラ フの編集」 を参照し て く だ さい。

グループフ ィルター

OVPI の設定でカ ス タマ固有レポー ト を生成する よ う にする と 、 カ ス タマ と レポー ト を共有でき

ます。 グループフ ィ ルターを作成し て適用する こ と によ り 、 OVPI に対し てカ ス タマ固有レポー

ト を生成する よ う に設定する こ と ができ ます。 グループフ ィ ルターを作成するには、 以下のタ ス
ク を実行する必要があ り ます。

• Common Property Tables を使用し て、 カス タ ムプロパテ ィ 情報 ( カス タマ、 場所、 各 ノ ー

ド の IP ア ド レ ス、 各 ノード のホ ス ト 名 ) を イ ンポー ト する

• 特定のカ ス タマに関連のあ るユーザー全員のためのグループアカ ウ ン ト を作成する

• そのグループアカ ウ ン ト 用のグループフ ィ ルターを作成する

グループフ ィ ルターの詳細については、 『Open View Performance Insight 管理ガ イ ド』 を参照

し て く だ さい。 

制約の適用

パラ メ ータ を編集する場合は、 制約を適用し ます。 制約を適用する こ と で、 参照する必要のない
データ を除外する こ と ができ ます。 Customer_Name のパラ メ ータ を編集し た場合は、

[Customer_Name] フ ィ ール ド に入力し たカ ス タマを除 く 、 すべてのカ ス タマのデータがレポー

ト から除外されます。 Location_Name のパラ メ ータ を編集し た場合は、 [Location_Name]
フ ィ ール ド に入力し た場所を除 く 、 すべての場所のデータがレポー ト から除外されます。 

同時に複数の制約を適用する こ と ができ ます。 System Resource では、 次のパラ メ ータがサポー

ト されています。 

• Customer_Name

• Location_Name

• Device

Web ア ク セスサーバーを使用し てレポー ト を表示し ている場合は、 レポー ト 右下の [ パラ メ ータ

の編集 ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て制約を適用し ます。 [ パラ メ ータの編集 ] ウ ィ ン ド ウが開いた

ら、 フ ィ ール ド に制約を入力し、 [ 送信 ] を ク リ ッ ク し ます。 

レポー ト ビ ューアアプ リ ケーシ ョ ンを使用し ている場合は、 メ ニ ューバーから [ 編集 ]>[ パラメー

タ値 ] を選択し て制約を適用し ます。 [ パラ メ ータ値の変更 ] ウ ィ ン ド ウが開いた ら、 [ 現在の値 ]
を ク リ ッ ク し ます。 新しい値を入力し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

カスタマイズしたプロパティデータの追加

System Resource 4.1 に含まれる レポー ト には、 次のプロパテ ィ を設定でき ます。
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• デバイ スの IP ア ド レ ス

• デバイ スのホ ス ト 名

• デバイ スに関連付け られている カ ス タマ名

• デバイ スに関連付け られている場所

こ の情報がレポー ト に表示されている場合は、 そのレポー ト が Common Property Tables パッ

ケージによ って管理されているデータベーステーブルを読み込んでいる こ と を示し ています。
Common Property Tables を初めて イ ン ス ト ールする場合は、 Common Property Tables に付属

のバッ チモード のプロパテ ィ イ ンポー ト ユーテ ィ リ テ ィ を使用し てプロパテ ィ を イ ンポー ト でき
ます。 プロパテ ィ をバッチモード でイ ンポー ト し た場合は、 次の 2 つの方法で既存のプロパテ ィ

を修正する こ と ができ ます。

• バッチモード のプロパテ ィ イ ンポー ト ユーテ ィ リ テ ィ を使用する ( フ ァ イルを編集し た後、

そのフ ァ イルを イ ンポー ト する )

• Common Property Tables に付属の変更フ ォームを使用する

どち らの方法の場合も、 詳細は 『Common Property Tables ユーザーガ イ ド』 を参照し て く だ さ

い。 

追加情報の入手先

本ユーザーガ イ ド では、 System Resource に含まれる一部のレポー ト のサンプルを紹介し ていま
す。 System Resource に付属のデモパッ ケージには、 すべてのレポー ト のサンプルが含まれてい
ます。 デモパッ ケージが利用可能で、 完全なレポー ト の表示内容を見たい場合、 デモパッ ケージ
を イ ン ス ト ールし て く だ さい。 実際のレポー ト と 同様にデモレポー ト も対話形式です。 ただし、
実際のレポー ト と は異な り 、 デモレポー ト の内容は静的です。

本マニュ アルに関連する ド キ ュ メ ン ト には次のものがあ り ます。 

• System Resource Report Pack リ リ ース ノ ー ト

• SysRes OVPA Datapipe ユーザーガ イ ド （旧 Understanding the OVPA Datapipe)

• SysRes OVPA Datapipe リ リ ース ノー ト

• OVPA Collection Datapipe リ リ ース ノー ト

• SysRes RFC1514 Datapipe リ リ ース ノー ト  

• Metrics for HP OV Performance Agent and Operations Agent

• OVPI Report Packs、 CD-ROM リ リ ース ノ ー ト 、 2007 年 7 月

上記の ド キ ュ メ ン ト は次のサイ ト から ダウ ン ロードする こ と ができ ます。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/ 

OVPI のユーザーガ イ ド は、 [Performance Insight] の下に一覧表示されます。 レポー ト パッ クお

よびデータパイプのユーザーガ イ ド は、 [Performance Insight Reporting Solutions] の下に一覧表

示されます。 各ド キ ュ メ ン ト には日付が記されています。 ド キ ュ メ ン ト が改訂されて再度掲載さ
れる と 、 日付が変 り ます。 改訂されたマニ ュ アルは定期的に登録されるので、 所有し ている
PDF フ ァ イル と Web 版の ド キ ュ メ ン ト の日付を比較し て、 Web 版が新しい場合はダウ ン ロード

し て使用し て く だ さい。
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2 アップグレードインストール
本章では、 次の項目について説明し ます。

• 円滑なア ッ プグレード のためのガ イ ド ラ イ ン

• System Resource Version 4.2 へのア ッ プグレード

• イ ン ス ト ール後の手順

• パッ ケージの削除 

円滑なアップグレードのためのガイド ライン

レポー ト パッ ク CD-ROM には、 データパイプ、 レポー ト パッ ク、 およびい く つかの共有パッ

ケージが含まれています。 こ のレポー ト パッ ク CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入し てパッ ケージ

抽出プロ グ ラ ムを起動する と 、 イ ン ス ト ールス ク リ プ ト が CD からすべてのパッ ケージを抽出

し、 それをシステムの Packages デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。 抽出が終わる と 、 イ ン ス ト ール

ス ク リ プ ト は、 パッ ケージマネージ ャ を開始する よ う 、 プロ ンプ ト を表示し ます。 パッ ケージマ
ネージ ャ を使用する前に、 以下の事項を確認し てお く 必要があ り ます。

• System Resource に関する ソ フ ト ウ ェ アの前提条件

• データパイプ と リ モー ト ポーラー

• カ ス タ ムテーブルビ ューの削除

ソフ トウェアの前提条件

System Resource の前提条件は次の と お り です。

• OVPI 5.2

• OVPI 5.2 に提供されているすべてのサービ スパッ ク

• Common Property Tables 3.6

古いバージ ョ ンの Common Property Tables を使用し ている場合は、 ア ッ プグレー ド パッ ケージ

を イ ン ス ト ールし て Common Property Tables 3.6 にア ッ プグレード し ます。 Common 
Property Tables のア ッ プグレー ド は、 System Resource Report Pack をア ッ プグレードする前

に実行し て く だ さい。

Common Property Tables

古いバージ ョ ンの Common Property Tables を使用し ている場合は ( バージ ョ ン 3.5 以前 )、
バージ ョ ン 3.6 にア ッ プグレード し ます。 Common Property Tables のア ッ プグレード パッ ケー

ジのイ ン ス ト ールは、 他のア ッ プグレード パッ ケージのイ ン ス ト ール と 同じですが、 このア ッ プ
  13



グレード パッ ケージを イ ン ス ト ールする時、 他のパッ ケージを同時にイ ン ス ト ールする こ と はで
き ません。 Common Property Tables のア ッ プグレード パッ ケージのみイ ン ス ト ールし て く だ さ

い。

データパイプと リモートポーラー

データパイプはア ッ プグレード でき ません。 初に既存のデータパイプを削除し、 ア ッ プグレー
ド が完了し てから 新バージ ョ ンのデータパイプを再イ ン ス ト ールし ます。 既存のデータパイプ
をアン イ ン ス ト ールする と 、 次の情報が失われます。

• 単一 リ モー ト ポーラー用のポー リ ングポ リ シー

• 複数の リ モー ト ポーラー用の ク ローンポー リ ングポ リ シー 

• ユーザー自身が作成し たポー リ ンググループ 

既存のポー リ ングポ リ シーの設定やカス タマイ ズ し たポー リ ンググループをエ ク スポー ト するに
は、 collection_manager コマン ドや group_manager コマン ド を使います。 

ポーリングポリシー設定のエクスポート

お使いの環境に リ モー ト ポーラー用のポー リ ングポ リ シーが含まれている場合には、
collection_manager コマン ド を使って、 既存のポ リ シー設定をフ ァ イルにエ ク スポー ト し て く だ

さい。 

UNIX:  trendadm ユーザーでロ グ イ ン し、 次のコマン ド を実行し ます。 

cd $DPIPE_HOME

./bin/collection_manager -export -file /tmp/savePollingPolicy.lst

Windows:  Administrator でロ グ イ ン し、 コマン ド ウ ィ ン ド ウ を起動し ます。 OVPI のイ ン ス

ト ールデ ィ レ ク ト リ に移動し、 次のコマン ド を実行し ます。 

bin\collection_manager -export -file \temp\savePollingPolicy.lst

カスタマイズしたポーリンググループのエクスポート

お使いの環境にカス タマ イ ズ し たポー リ ンググループが含まれている場合には、
group_manager コマン ド を使って、 グループを個々の .xml フ ァ イルにエ ク スポー ト し て く ださ

い。 

UNIX: trendadm ユーザーでロ グ イ ン し、 次のコマン ド を実行し ます。 

cd $DPIPE_HOME

./bin/group_manager -export_all -outfile /tmp/savePollingGroups

Windows: Administrator でコマン ド ウ ィ ン ド ウ を起動し、 OVPI のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ

に移動し て、 次のコマン ド を実行し ます。 

bin\group_manager -export_all -outfile \temp\savePollingGroups

カスタムテーブルビュー

カ ス タ ムテーブルビ ューを作成し ている場合、 レポー ト パッ ク のア ッ プグレード が、 作成し た
ビ ューの妨害を受けて失敗する場合があ り ます。 作成し たカ ス タ ムテーブルビ ューがア ッ プグ
レード を妨害するか否かは、 その作成方法に依存し ます。 SQL を使用し て作成し た場合、 ア ッ
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プグレード には成功し ますが、 作成し たカ ス タ ムビ ューはその後使用でき な く な り ます。 データ
パイプマネージ ャ を使用し て作成し た場合は、 ア ッ プグレード に失敗する可能性があ り ます。
ア ッ プグレード の失敗を防ぐには、 レポー ト パッ ク をア ッ プグレード する前に作成済みのカス タ
ムテーブルビ ューを削除し、 ア ッ プグレード の完了後に当該ビ ューを再び作成し ます。

System Resource Version 4.2 へのアップグレード

System Resource Report Pack をア ッ プグレードするには、 以下の手順を実行し ます。 既存の

データパイプをア ッ プグレードする こ と はでき ないため、 レポー ト パッ ク をア ッ プグレードする
前にそれら をアン イ ン ス ト ールし、 レポー ト パッ ク のア ッ プグレード 後に再イ ン ス ト ールし ま
す。

1 システムにロ グ イ ン し ます。 UNIX システムの場合は root でロ グ イ ン し ます。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows NT: 

a [ コン ト ロール パネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択し ます。

b サービ スの一覧から [OVPI Timer] を選択し ます。

c [ 操作 ] メ ニ ューから [ 停止 ] を選択し ます。

UNIX: root で次のいずれかを実行し ます。

— HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer stop

— Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 必要に応じ て、 適切なア ッ プグレード パッ ケージを イ ン ス ト ールし て、 共通プロパテ ィ テー
ブルをア ッ プグレード し ます。 ア ッ プグレード パッ ケージを イ ン ス ト ールする際は、 他の
パッ ケージを同時にイ ン ス ト ールし ないで く ださい。 Common Property Tables のア ッ プグ

レード のみイ ン ス ト ールし て く ださ い。 ア ッ プグレード の詳細については、 『Common 
Property Tables ユーザーガ イ ド』 を参照し て く だ さい。 

4 次のア ッ プグレード パッ ケージを イ ン ス ト ールし ます。 

• UPGRADE_System_Resource_to_41

5 以下のア ッ プグレード サブパッ ケージを イ ン ス ト ールし ます。

• UPGRADE_SR_CPU_to_42

• UPGRADE_SR_DISK_to_43

• UPGRADE_SR_LV_to_43

• UPGRADE_SR_NI_to_43

• UPGRADE_SR_PROC_to_42

6 次のア ッ プグレードデータパイプを イ ン ス ト ールし ます。

• UPGRADE_SR_OVPA_to_31 

または 

• UPGRADE_RFC1514_to_41

7 OVPI Timer を再起動し ます。
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Windows NT: [ 設定 ]>[ コン ト ロールパネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択し ます。

UNIX: root で次のいずれかを入力し ます。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start

以下に、 パッ ケージ、 データパイプ、 およびそれらの 新バージ ョ ンの リ ス ト を示し ます。 

インストール後の手順 
復元の必要のあ るポー リ ングポ リ シーやカ ス タマイ ズ し たグループの定義を再設定し ます。 エ ク
スポー ト し た設定を再イ ンポー ト し ないで く だ さい。 古いデータパイプ と イ ン ス ト ールし た新し
いデータパイプに互換性がない可能性があ る ため、 エ ク スポー ト し た設定を再イ ンポー ト する
と 、 データ破壊につながる恐れがあ り ます。 また、 カ ス タマテーブルビ ューを削除し ている場合
は、 再度作成する必要があ り ます。 

パッケージの削除 
System Resource をアン イ ン ス ト ールする と 、 System Resource に依存するデータパイプも アン

イ ン ス ト ールされます。 System Resource Report Pack をアン イ ン ス ト ールするには、 以下の手

順を実行し ます。

1 システムにロ グ イ ン し ます。 UNIX システムの場合は root でロ グ イ ン し ます。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows NT: 

a [ コン ト ロール パネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択し ます。

b サービ スの一覧から [OVPI Timer] を選択し ます。

パッ ケージ バージ ョ ン

SystemResource 4.2

SR_CPU 4.2

SR_DISK 4.3

SR_FS 4.2

SR_LV 4.3

SR_NetIf 4.3

SR_PROC 4.2

SR_OVPA datapipe 3.1

RFC1514 datapipe 4.1

OVPA_Collection_Datapipe 1.0
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c [ 操作 ] メ ニ ューから [ 停止 ] を選択し ます。

UNIX: root で次のいずれかを実行し ます。

— HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer stop

— Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 Performance Insight を起動し てパッ ケージマネージ ャ を開始し ます。 パッ ケージマネー

ジ ャの [ よ う こ そ ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。 

4 画面の指示に従ってパッ ケージをアン イ ン ス ト ールし ます。 [ 選択の概要 ] ウ ィ ン ド ウが開い

た ら、 [System Resource] を選択し ます。 イ ン ス ト ール処理が完了する と 、 パッ ケージの削

除完了 メ ッ セージが表示されます。

5 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て [ 管理コ ン ソール ] に戻 り ます。

6 OVPI Timer を再起動し ます。

Windows NT: [ 設定 ]>[ コン ト ロールパネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択し ます。

UNIX: root で次のいずれかを入力し ます。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start
アップグレードインストール 17
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3 新規インストール
本章では、 次の項目について説明し ます。

• 円滑な イ ン ス ト ールのためのガ イ ド ラ イ ン

• System Resource のイ ン ス ト ール 

• 配布されたレポー ト へのア ク セス

• レポー ト のパフ ォーマン スデータの参照

• パッ ケージの削除

円滑なインストールのためのガイド ライン

OVPI レポー ト 機能には、 少な く と も 2 つの主要構成要素 ( レポー ト パッ ク、 データパイプ ) が

あ り ます。 OVPI レポー ト 機能には、 複数のデータパイプが含まれている ものがあ り ます。 デー

タパイプのイ ン ス ト ール時に、 テーブルを作成し特定の周期で特定の種類のパフ ォーマン スデー
タ を収集する よ う に OVPI を設定し ます。 レポー ト パッ ク のイ ン ス ト ール時に、 OVPI の設定

に、 テーブルの作成、 データパイプで収集し たデータの処理、 並びに、 月別、 位置別、 またはカ
ス タマ別などのデータの集計を指定し ます。

レポー ト パッ ク CD-ROM には、 レポー ト パッ ク、 データパイプ、 および共有パッ ケージが含ま

れています。 こ の CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入し てパッ ケージ抽出プロ グ ラ ムを起動する

と 、 イ ン ス ト ールス ク リ プ ト は CD からすべてのパッ ケージを抽出し て、 システムの Packages
デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。 抽出が終わる と 、 イ ン ス ト ールス ク リ プ ト は、 パッ ケージマネー
ジ ャ を開始し てス ク リ ーンの指示に従 う よ う 、 プロ ンプ ト を表示し ます。 パッ ケージマネージ ャ
を使用する前に、 次のガ イ ド ラ イ ンを再確認し て く だ さい。

ソフ トウェアの前提条件

System Resource の前提条件は次の と お り です。

• OVPI 5.2

• OVPI 5.2 に提供されているすべてのサービ スパッ ク

• Common Property Tables 3.6

Common Property Tables を使用し ていない場合は、 パッ ケージマネージ ャで Common 
Property Tables を イ ン ス ト ールし て く だ さい。 古いバージ ョ ンの Common Property Tables を

使用し ている場合は、 ア ッ プグレード パッ ケージを イ ン ス ト ールし て 新バージ ョ ンにア ッ プグ
レード し ます。 Common Property Tables のア ッ プグレード は、 System Resource Report Pack
を イ ン ス ト ールする前に実行し て く だ さい。
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System Resource のデータ を収集するデータパイプは、 前提条件ではあ り ません。 データパイプ

のイ ン ス ト ールは、 System Resource のイ ン ス ト ール時またはイ ン ス ト ール後に も実行でき ま

す。 ただし、 少な く と もデータパイプを 1 つイ ン ス ト ールする必要があ り ます。 次の選択項目が

あ り ます。

• SR OVPA Datapipe

• RFC 1514 Datapipe （ホ ス ト リ ソース MIB）

• OVPA Collection Datapipe ( エージェ ン ト 検出用）

しきい値の設定と OpenView Operations (OVO) との統合

こ のパッ ケージのし きい値を実装するには、 System Resource に付属のサブパッ ケージであ る

SystemResource_Thresholds を イ ン ス ト ールする必要があ り ます。 し きい値サブパッ ケージに

は、 カ ス タマイ ズ された し きい値が含まれています。 し きい値サブパッ ケージを イ ン ス ト ールす
る こ と によ り 、 OVPI がデータベースのし きい値条件を監視し、 い く つかの考え られる対策の中

の 1 つを実施し て違反条件に対応する よ う に設定でき ます。

し きい値サブパッ ケージには、 Thresholds モジ ュールが必要です。 し きい値サブパッ ケージの

イ ン ス ト ールを選択する と 、 Thresholds モジュールはパッ ケージマネージ ャによ って自動的に

イ ン ス ト ールされます。 Thresholds モジ ュールはネ ッ ト ワーク モード マネージ ャ （NNM） 用の

デフ ォル ト 設定を含むため、 Thresholds モジュールの設定で OpenView Operations for 
Windows (OVOW) または OpenView Operations for UNIX (OVOU) 宛に違反 ト ラ ッ プを送信す

る よ う に指定する必要があ り ます。 カテゴ リ 、 重大度、 および宛先パラ メ ータの詳細について
は、 『Thresholds Module ユーザーガ イ ド』 を参照し て く だ さ い。 

分散環境

中央サーバーの ソ フ ト ウ ェ ア要件は、 サテ ラ イ ト サーバーの ソ フ ト ウ ェ ア要件と は異な り ます。
次のパッ ケージを中央サーバーにイ ン ス ト ールし ます。

• システム リ ソース  

• オプシ ョ ンのサブパッ ケージ (SR_CPU、 SR_DISK など )

• Common Property Tables 

次のパッ ケージを各サテ ラ イ ト サーバーにイ ン ス ト ールし ます。

• システム リ ソース  

• オプシ ョ ンのサブパッ ケージ (SR_CPU、 SR_DISK など )

• Common Property Tables 

• データパイプ :

— SysRes OVPA Datapipe と

— OVPA Collection Datapipe 

または

— SysRes RFC 1514 

• SystemResource_Thresholds ( オプシ ョ ン )

• Thresholds Module ( オプシ ョ ン )
20 第 3 章



し きい値サブパッ ケージでは、 集約データ、 時間単位のデータ、 あ るいは集約データ と 時間単位
のデータの両方においてのデータの例外を レポー ト に生成し ます。 時間単位のデータのア ラーム
のみ表示し たい場合は、 中央サーバーにし きい値サブパッ ケージを イ ン ス ト ールする必要はあ り
ません。 集約データにし きい値を設定し たい場合は、 し きい値サブパッ ケージを中央サーバーに
イ ン ス ト ールする必要があ り ます。

パッ ケージのイ ン ス ト ールが完了し た ら、 中央サーバーと 各サテ ラ イ ト サーバーを構成し ます。
詳細は、 第 5 章 「分散システムのセ ッ ト ア ッ プ」 を参照し て く だ さい。

System Resource のインストール 
System Resource を イ ン ス ト ールするには、 次の手順に従います。

• タ ス ク 1: OVPI Timer を停止し、 レポー ト パッ ク の CD からパッ ケージを抽出し ます。

• タ ス ク 2: System Resource、 オプシ ョ ンのサブパッ ケージ、 および少な く と も 1 つのデータ

パイプを イ ン ス ト ールし ます。

• タ ス ク 3: OVPI Timer を再起動し ます。

 タスク  1: OVPI Timer を停止し、 レポートパックの CD からパッケージを抽出する

1 システムにロ グ イ ン し ます。 UNIX システムの場合は root でロ グ イ ン し ます。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows:  次を実行し ます。

a [ コン ト ロール パネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択し ます。

b サービ スの一覧から [OVPI Timer] を選択し ます。

c [ 操作 ] メ ニ ューから [ 停止 ] を選択し ます。

UNIX: root で次のいずれかを実行し ます。

— HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer stop

— Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 レポー ト パッ ク の CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入し ます。

Windows: メ ニューが自動的に表示されます。

UNIX: 

a CD が自動的にマウ ン ト されない場合は、 CD をマウ ン ト し ます。

b CD の 上位デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

c ./setup を実行し ます。

4 選択フ ィ ール ド に 1 を入力し、 [Enter] を押し ます。 

イ ン ス ト ールス ク リ プ ト がプロ グレ スバーを表示し ます。 コ ピーが終わる と 、 イ ン ス ト ール
ス ク リ プ ト はパッ ケージマネージ ャ を開始し ます。 パッ ケージマネージ ャの [ よ う こ そ ]
ウ ィ ン ド ウが開き ます。

 タスク  2: System Resource と、 少な く とも 1 つのデータパイプをインス トールする

1 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [OVPI パッ ケージの場所 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。
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2 [ インストール ] を ク リ ッ ク し ます。 デフ ォル ト のイ ン ス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を受け入れる

か、 必要に応じ て別のデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 

3 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ レポー ト の配布 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。 OVPI アプ リ ケーシ ョ

ンサーバーのユーザー名と パス ワード を入力し ます。 

4 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [OVPI パッ ケージの場所 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。 次の項目の横

にあ るチェ ッ ク ボ ッ ク ス を ク リ ッ ク し ます。 

• System Resource 4.2

• SR_LV sub-package 4.3 ( オプシ ョ ン )

• SR_PROC sub-package 4.2 ( オプシ ョ ン )

• SR_NetIf sub-package 4.3 ( オプシ ョ ン )

• SR_CPU sub-package 4.2 ( オプシ ョ ン )

• SR_DISK sub-package 4.3 ( オプシ ョ ン )

• データパイプ :

— SysRes OVPA Datapipe 3.1

— OVPA Collection Datapipe 1.0

または

— SysRes RFC1514 Datapipe 4.1

• SystemResource_Thresholds ( オプシ ョ ン )

5 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ タ イプの検出 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。 デフ ォル ト を無効にし、

[ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 選択の概要 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。

6 [ インストール ] を ク リ ッ ク し ます。 [ イ ン ス ト ールプロセス ] ウ ィ ン ド ウが開き、 イ ン ス ト ー

ルが開始されます。 イ ン ス ト ールが完了する と 、 パッ ケージのイ ン ス ト ール完了 メ ッ セージ
が表示されます。

7 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て [ 管理コ ン ソール ] に戻 り ます。 

 タスク  3: OVPI Timer を再起動する

Windows NT: [ 設定 ]>[ コン ト ロールパネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択し ます。

UNIX: root で次のいずれかを入力し ます。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start

し きい値サブパッ ケージのイ ン ス ト ールはオプシ ョ ンです。 し きい値サブパッ
ケージを イ ン ス ト ールする と 、 パッ ケージマネージ ャによ って Thresholds 
Module がイ ン ス ト ールされます。

現在、 Common Property Tables を使用し ていない場合、 パッ ケージマネー

ジ ャによ って Common Property Tables が自動的に選択、 イ ン ス ト ールされま

す。

デモパッ ケージはオプシ ョ ンです。 デモパッ ケージは、 単独でイ ン ス ト ールす
る こ と も、 その他のパッ ケージ と 同時にイ ン ス ト ールする こ と もでき ます。



配布されたレポートへのアクセス

こ のレポー ト パッ ク のイ ン ス ト ール時に、 [ レポー ト の配布 ] オプシ ョ ンを有効にし ま し た。 そ

のため、 このパッ ケージのレポー ト ( およびこのパッ ケージに付属のフ ォーム ) は、 こ の時点で

OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに配布されています。 OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上にレ

ポー ト が配布された ら、 Web 上でまたは OVPI ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンを使用し て、 当

該レポー ト を表示する こ と ができ ます。 

OVPI ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンには、 Report Viewer、 Report Builder、 および

Management Console があ り ます。 使用し ている システムに ク ラ イ アン ト コ ンポーネン ト がイ ン

ス ト ールされていない場合は、 Web ブラ ウザを使用し てレポー ト を表示し なければな り ません。

OVPI アプ リ ケーシ ョ ン ク ラ イ アン ト の詳細については、 『OVPI イ ン ス ト ールガ イ ド 』 を参照し

て く だ さい。 [ オブジェ ク ト  / プロパテ ィ の管理 ] ビ ューを使用し て選択し たオブジェ ク ト に固有

のレポー ト を表示する方法など、 [ 管理コ ン ソール ] の詳細は、 『Open View Performance 
Insight 管理ガ イ ド』 を参照し て く だ さい。

レポートのパフォーマンスデータの参照 

レポー ト の表示に十分な量のデータが蓄積される までの時間は、 レポー ト によ って異な り ます。
一番早 く 十分な量のデータが蓄積される レポー ト は、 準 リ アルタ イ ム レポー ト です。 このレポー
ト では、 初のデータ収集が完了する と すぐにデータ を見られる よ う にな り ます。 

前日のパフ ォーマン スの分析から始ま る レポー ト はどれも、 少な く と も丸 1 日分のデータがなけ

れば結果を見られる よ う にはな り ません。 予測データは比較的早 く 、 2、 3 日中に見られる よ う

にな り ます。 ただし、 信頼性の高い予測データ を得られるのはベース ラ イ ンが安定し てからで
す。 これには数週間かか り ます。

パッケージの削除 

System Resource を削除する と 、 System Resource に依存するデータパイプもすべて削除されま

す。 OVPI から System Resources をアン イ ン ス ト ールするには、 次の手順に従います。

1 システムにロ グ イ ン し ます。 UNIX システムの場合は root でロ グ イ ン し ます。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows では次の手順を実行し ます。

a [ コン ト ロール パネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択し ます。

b サービ スの一覧から [OVPI Timer] を選択し ます。

c [ 操作 ] メ ニ ューから [ 停止 ] を選択し ます。

UNIX の場合は、 root でロ グ イ ン し て次のいずれかを実行し ます。

— HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer stop

— Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 Performance Insight を起動し てパッ ケージマネージ ャ を開始し ます。 パッ ケージマネー

ジ ャの [ よ う こ そ ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。 
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4 画面の指示に従ってパッ ケージをアン イ ン ス ト ールし ます。 [ 選択の概要 ] ウ ィ ン ド ウが開い

た ら、 [System Resource] を選択し ます。 イ ン ス ト ール処理が完了する と 、 パッ ケージの削

除完了 メ ッ セージが表示されます。

5 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し て [ 管理コ ン ソール ] に戻 り ます。

6 OVPI Timer を再起動し ます。

Windows NT: [ 設定 ]>[ コン ト ロールパネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択し ます。

UNIX: root で次のいずれかを入力し ます。

HP-UX: sh /sbin/init.d/ovpi_timer start

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start
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4 データ収集
本章では、 次の項目について説明し ます。

• SysRes RFC 1514 Datapipe 4.0

• OVPA Collection Datapipe 1.0

• SysRes OVPA Datapipe 3.0

• サブパッ ケージで実行する収集

SysRes RFC 1514 Datapipe

SysRes RFC 1514 Datapipe では、 Host Resources MIB から次のデータの収集が行われます。 

• CPU 使用率

• メ モ リ ー使用率

• ページア ウ ト 数

• 実行キ ューの長さ

• ス ワ ッ プ使用率

OVPA Collection Datapipe

OVPA Collection Datapipe は、 以下のタ ス ク を実行し ます。

• OVPA または EPC パフ ォーマン スエージェ ン ト を検出する

• trendtimer.sched フ ァ イルに、 pa_collect ステー ト メ ン ト を挿入する

• 収集処理で使用する OVPA タ イプのグループを読み込む

検出プロセスは 1 日に 1 回実施し ます。 OVPA_Collection_Daily.pro フ ァ イルに記載された命令

に従って、 検出プロセスが ksi_managed_node テーブル内の全ての ノー ド のチェ ッ ク を試行し

ます。 SNMP 検出では SNMP ポー リ ング可能なデバイ ス しか検出でき ないため、 [ ノ ード の作

成 ] ツールを使用し て OVPA または EPC システムを追加する必要が生じ る場合があ り ます。 

検出プロセスが開始する と 、 DPIPE_HOME/data デ ィ レ ク ト リ の pa_discovery.data フ ァ イル

への書き込みが行われます。 pa_discovery.data フ ァ イルには、 検出プロセスで見つかったシス

テムが記載されます。 検出プロセスが終了する と 、 ee_collect が pa_discovery.data フ ァ イルを

OVPI にロード し ます。 データは K_padatasources テーブルに入力されます。 
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SysRes OVPA Datapipe

SysRes OVPA Datapipe は、 以下の ク ラ スから メ ト リ ッ クデータ を収集し ます。

• グ ローバル 

• フ ァ イルシステム 

• アプ リ ケーシ ョ ン

• Transaction 

• Configuration

設定ク ラ ス内の メ ト リ ッ クは 1 日に 1 回収集されます。 その他の ク ラ スの場合は 1 時間ご と に収

集されます。 SysRes OVPA Datapipe によ ってシステム リ ソース用に収集される メ ト リ ッ クは、

以下の 2 つのエージェ ン ト から発生し ます。

• HP OpenView Performance Agent (OVPA)

• Embedded Performance Component of OpenView Operations (OVOA)

OVOA （別名 EPC） は、 OVOU 7.0 および OVOW 7.0 と 共に出荷されます。 OVOU 7.0 （また

はそれ以降） または OVOW 7.0 （またはそれ以降） を使用し ている場合、 SysRes OVPA 
Datapipe は EPC から メ ト リ ッ ク を収集し ます。 旧バージ ョ ンの OVO を使用し ている場合、

SysRes OVPA Datapipe は OVPA から メ ト リ ッ ク を収集し ます。

OVPA によ って収集された メ ト リ ッ クは、 EPC よ って収集された メ ト リ ッ ク と 異な り ます。 メ

ト リ ッ ク の違いの詳細については、 『Metrics for HP OV Performance Agent and Operations 
Agent』 を参照し て く だ さい。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、 製品マニ ュ アルウ ェブサイ ト から ダウ ン

ロード でき ます。 Operations for Windows と Operations for UNIX の 2 箇所のいずれから も見

つける こ と ができ ます。

テーブル、 メ ト リ ッ ク、 およびマ ッ ピングに関する情報を含めた SysRes OVPA Datapipe の詳

細については、 『System Resource OVPA Datapipe ユーザーガ イ ド 』 を参照し て く だ さい。 

サブパッケージにより実行される収集

System Resource Report Pack と 共に、 以下のサブパッ ケージを イ ン ス ト ールする こ と ができ ま

す。

• CPU

• プロセス

• デ ィ ス ク

• 論理ボ リ ューム

• ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース

各サブパッ ケージは、 データ 収集機能を内蔵し ま す。 各収集プロ セス は 1 時間に 1 回実行さ れま

す。 ま た、 各収集プロ セス は履歴様式の収集です。 シス テムに対し てポーリ ングが実行さ れる と 、
データ パイ プは、 独自の ta_period を有する 列を複数返し ま す。 収集の初回実行時は、 前日の午

前 0 時から の全ての列が返さ れま す。 その後、 1 回の収集では未収集のデータ のみが返さ れま す。 

未収集のデータに対するその後の収集の制限は、 履歴プロパテ ィ テーブルを使用し て実現されま
す。 このテーブルの lastPoll 列には、 ta_sysuptime 値が入力されています。 初の収集以降の

各収集では、 タ イ ム ス タ ンプ値が lastPoll の値よ り も大きいデータ を検索し ます。
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CPU サブパッケージ

CPU サブパッ ケージは、 CPU ク ラ スからデータ を収集し ます。 OVPA タ イプグループ内の全て

のシステムが、 CPU 収集のために収集されます。

データテーブルマト リクス

プロパティテーブルマト リクス

履歴プロパティテーブルマト リクス

収集した CPU メ ト リ ッ ク

収集テーブルは RSR_OVPA_CPU です。 サポー ト されている メ ト リ ッ クはプラ ッ ト フ ォーム間

で異な り 、 OVPA から EPC エージェ ン ト まで広範囲に及びます。

テーブル / フ ァ イル 名前

未処理テーブル xSR_OVPA_CPU

レー ト テーブル RSR_OVPA_CPU

プロパテ ィ テーブル K_OVPA_CPU

Teel フ ァ イル SysResOVPA_CPU.teel

テーブル / フ ァ イル 名前

プロパテ ィ テーブル K_OVPA_CPU

Teel フ ァ イル prop_OVPA_CPU.teel

テーブル / フ ァ イル 名前

プロパテ ィ テーブル K_OVPA_CPU_History

履歴プロパテ ィ テーブル K_OVPA_CPU_History

履歴 Teel フ ァ イル prop_OVPA_CPU_history.teel

メ ト リ ッ ク  説明

BYCPU_ID CPU ID

BYCPU_CPU_SYS_MODE_UTIL CPU が System Mode だった時間の割合 (%)。

BYCPU_CPU_USER_MODE_UTIL CPU が User Mode だった時間の割合 (%)。

BYCPU_CPU_TOTAL_UTIL CPU 使用率 (%)。

BYCPU_STATE CPU の状態

BYCPU_INTERRUPT_RATE デバイ ス中断の平均回数。

BYCPU_CSWITCH_RATE 状況切 り 替え率
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毎日の処理

SR_Daily_CPU.pro フ ァ イルは、 毎朝午前 2 時に起動されます。 毎日の処理は

SD_SR_CPU.sum フ ァ イルを実行する こ と です。

時間ごとの処理 

SR_Hourly_CPU.pro フ ァ イルは 1 時間ご と に呼び出されます。

時間ご と の処理では、 新規システムの管理、 CPU プロパテ ィ テーブルのア ッ プデー ト 、 および

データパイプレー ト テーブルから System Resource CPU Report Pack ベーステーブルへのデー

タマ ッ ピングを行います。

新規システムが見つかった場合、 サマ リ ーに記載する前に K_Node に追加する必要があ り ます。

これは、 ス ト ア ド プロ シージ ャ ppSR_OVPACPU_SetIDs を使用し て実行されます。 ス ト ア ド プ

ロ シージ ャは、 SQL ス ク リ プ ト execute_SR_OVPACPU_SetIDs.sql を使用し て起動されます。

ス ト ア ド プロ シージ ャは K_Node に新規システムを実装し、 データパイププロパテ ィ テーブルの

node_fk 列に K_Node から当該システムの dsi_key_id 値を入力し ます。

CPU ア ッ プデー ト は、 K_System_CPU プロパテ ィ テーブルに CPU 状態を入力し ます。

RSR_OVPA_CPU と SH_SR_CPU のマッピング

目的 :  RSR_OVPA_CPU から System Resource CPU ベーステーブル SH_SR_CPU に対し てシ

ステム メ ト リ ッ ク のマ ッ ピングを行 う こ と

フ ァ イル : SH_SR_CPU.sum

ソーステーブル : RSR_OVPA_CPU

宛先テーブル : SH_SR_CPU

使用する変数 : node_fk

使用する変数 : CPUid

使用する変数 : hour

列 : CPUSystemMode=BYCPU_CPU_SYS_MODE_UTIL:avg

列 : CPUUserMode=BYCPU_CPU_USER_MODE_UTIL:avg

列 : CPUUtil=BYCPU_CPU_TOTAL_UTIL:avg

列 : CSRate=BYCPU_CSWITCH_RATE:avg

列 : IntRate=BYCPU_INTERRUPT_RATE:avg

ソース メ ト リ ッ ク 宛先 メ ト リ ッ ク サマ リ ータ イプ

BYCPU_CPU_SYS_MODE_UTIL AVGCPUSystemMode avg

BYCPU_CPU_USER_MODE_UTIL AVGCPUUserMode avg

BYCPU_CPU_TOTAL_UTIL AVGCPUUtil avg

BYCPU_CSWITCH_RATE AVGCSRate avg

BYCPU_INTERRUPT_RATE AVGIntRate avg
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論理ボリュームサブパッケージ

論理ボ リ ュームサブパッ ケージは、 論理ボ リ ューム ク ラ スからデータ を収集し ます。 OVPA タ イ

プグループ内の全てのシステムが、 論理ボ リ ューム収集のために収集されます。

データテーブルマト リクス

プロパティテーブルマト リクス

履歴プロパティテーブルマト リクス

収集された論理ボリュームメ ト リ ック

収集テーブルは RSR_OVPA_LogicalVolume です。 サポー ト される メ ト リ ッ クはプラ ッ ト フ ォー

ム間で異な り 、 OVPA エージェ ン ト 上でのみサポー ト されます。

テーブル / フ ァ イル 名前

未処理テーブル xSR_OVPA_LV

レー ト テーブル RSR_OVPA_LV

プロパテ ィ テーブル K_OVPA_LogicalVolue

Teel フ ァ イル SysResOVPA_LogicalVolume.teel

テーブル / フ ァ イル 名前

プロパテ ィ テーブル K_OVPA_LogicalVolume

Teel フ ァ イル prop_OVPA_LogicalVolume.teel

テーブル / フ ァ イル 名前

プロパテ ィ テーブル K_OVPA_LV_History

履歴プロパテ ィ テーブル K_OVPA_LV_History

履歴 Teel フ ァ イル prop_SysResOVPA_LV_history.teel

メ ト リ ッ ク 説明

LV_DIRNAME HP OS 上の論理ボ リ ュームの絶対パス名。

LV_READ_RATE 期間中の当該論理ボ リ ュームに対する 1 秒当た り の物理

的読み出しの回数。

LV_WRITE_RATE 期間中の当該論理ボ リ ュームに対する 1 秒当た り の物理

的書き込みの回数。

LV_SPACE_UTIL 期間中に使用される論理ボ リ ュームフ ァ イルシステム ス
ペースの割合。
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毎日の処理

SR_Daily_LogicalVolume.pro フ ァ イルは、 毎朝午前 2 時に起動されます。 毎日の処理は

SD_SR_LogicalVolume.sum フ ァ イルを実行する こ と です。

時間ごとの処理 

SR_Hourly_LogicalVolume.pro フ ァ イルは 1 時間ご と に呼び出されます。

時間ご と の処理では、 新規システムの管理と 、 データパイプレー ト テーブルから System 
Resource Logical Volume Report Pack ベーステーブルへのデータマ ッ ピングを行います。

新規システムが見つかった場合、 サマ リ ーに記載する前に K_Node に追加する必要があ り ます。

これは、 ス ト ア ド プロ シージ ャ ppSR_OVPALogicalVolume_SetIDs を使用し て実行されます。

ス ト ア ド プロ シージ ャは、 SQL ス ク リ プ ト eexecute_SR_OVPALogicalVolume_SetIDs.sql を使

用し て起動されます。 ス ト ア ド プロ シージ ャは K_Node に新規システムを実装し、 データパイプ

プロパテ ィ テーブルの node_fk 列に K_Node から当該システムの dsi_key_id 値を入力し ます。

RSR_OVPA_LogicalVolume から SH_SR_LogicalVolume へのマッピング

目的 : メ ト リ ッ ク を RSR_OVPA_LogicalVolume から LogicalVolume のベーステーブル

SH_SR_LogicalVolume にマ ッ ピング し ます。

ネッ トワークインタフェースサブパッケージ

ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースサブパッ ケージは、 ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース ク ラ スからデータ
を収集し ます。 OVPA タ イプグループ内の全てのシステムが、 ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース収集

のために収集されます。

フ ァ イル : SH_SR_LogicalVolume.sum 

ソーステーブル : RSRV_OVPA_LogicalVolume

宛先テーブル : SH_SR_LogicalVolume

使用する変数 : node_fk

使用する変数 : LV_DIRNAME

使用する変数 : hour

ソース メ ト リ ッ ク 宛先 メ ト リ ッ ク サマ リ ータ イプ

LV_READ_RATE AVGReadRate avg

LV_WRITE_RATE AVGWriteRate avg

LV_SPACE_UTIL AVGSpaceUtil avg
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データテーブルマト リクス

プロパティテーブルマト リクス

履歴プロパティテーブルマト リクス

収集されたネッ トワークインタフェースメ ト リ ック

収集テーブルは RSR_OVPA_NetIf です。 サポー ト されている メ ト リ ッ クはプラ ッ ト フ ォーム

間、 および OVPA から EPC までのエージェ ン ト 間で異な り ます。

テーブル / フ ァ イル 名前

未処理テーブル xSR_OVPA_NetIf

レー ト テーブル RSR_OVPA_NetIf

プロパテ ィ テーブル K_OVPA_NetInterface

Teel フ ァ イル SysResOVPA_NetInterface.teel

テーブル / フ ァ イル 名前

プロパテ ィ テーブル K_OVPA_NetInterface

Teel フ ァ イル prop_OVPA_NetInterface.teel

テーブル / フ ァ イル 名前

プロパテ ィ テーブル K_OVPA_NetInterface_History

履歴プロパテ ィ テーブル K_OVPA_NETIF_History

履歴 Teel フ ァ イル prop_SysResOVPA_NetIf_history.teel

メ ト リ ッ ク  説明

BYNETIF_COLLISION_RATE ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースの名前。

BYNETIF_IN_PACKET_RATE 期間中、 ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース上での 1 秒

当た り の物理的衝突の回数。

BYNETIF_OUT_PACKET_RATE 期間中、 ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース経由で受信
に成功し た 1 秒当た り の物理パケ ッ ト の数。

BYNETIF_IN_BYTE_RATE 期間中、 ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース経由で送信
に成功し た 1 秒当た り の物理パケ ッ ト の数。

BYNETIF_OUT_BYTE_RATE 期間中、 当該イ ン タ フ ェース経由でネ ッ ト ワーク
が受信し た 1 秒当た り の KB 数。
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毎日の処理

SR_Daily_NetInterface.pro フ ァ イルは、 毎朝午前 2 時に起動されます。 毎日の処理は

SD_SR_NetInterface.sum フ ァ イルを実行する こ と です。

時間ごとの処理 

SR_Hourly_NetInterface.pro フ ァ イルは 1 時間ご と に呼び出されます。

時間ご と の処理では、 新規システムの管理と 、 データパイプレー ト テーブルから System 
Resource Network Interface Report Pack ベーステーブルへのデータマ ッ ピングを行います。

新規システムが見つかった場合、 サマ リ ーに記載する前に K_Node に追加する必要があ り ます。

これは、 ス ト ア ド プロ シージ ャ ppSR_OVPANetIf_SetIDs を使用し て実行されます。 ス ト ア ド

プロ シージ ャは、 SQL ス ク リ プ ト execute_SR_OVPANetIf_SetIDs.sql を使用し て起動されま

す。 ス ト ア ド プロ シージ ャは K_Node に新規システムを実装し、 データパイププロパテ ィ テーブ

ルの node_fk 列に K_Node から当該システムの dsi_key_id 値を入力し ます。

BYNETIF_ERROR_RATE 期間中、 当該イ ン タ フ ェース経由でネ ッ ト ワーク
が送信し た 1 秒当た り の KB 数。

BYNETIF_NET_SPEED 期間中、 ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース上での 1 秒

当た り の物理的エ ラーの回数。

BYNETIF_COLLISION_RATE 当該イ ン タ フ ェースの速度。

メ ト リ ッ ク  説明
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RSR_OVPA_NetIf から SH_SR_NetInterface へのマッピング

目的 : RSR_OVPA_NetIf か ら ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースベーステーブル

SH_SR_NetInterface に対し てシステム メ ト リ ッ ク のマ ッ ピングを行います。

ディスクサブパッケージ

デ ィ ス クサブパッ ケージは、 デ ィ ス ク ク ラ スからデータ を収集し ます。 OVPA タ イプグループ内

の全てのシステムが、 デ ィ ス ク収集のために収集されます。

フ ァ イル : SH_SR_NetInterface.sum 

ソーステーブル : RSR_OVPA_NetIf

宛先テーブル : SH_SR_NetInterface

使用する変数 : node_fk

使用する変数 : prop_netif_name

使用する変数 : hour

列 : CollisionRate=BYNETIF_COLLISION_RATE:avg

列 : InPackets=BYNETIF_IN_PACKET_RATE:avg

列 : OutPackets=BYNETIF_OUT_PACKET_RATE:avg

列 : InBytes=BYNETIF_IN_BYTE_RATE:avg

列 : OutBytes=BYNETIF_OUT_BYTE_RATE:avg

列 : ErrorRate=BYNETIF_ERROR_RATE:avg

列 : NetSpeed=BYNETIF_NET_SPEED:avg

ソース メ ト リ ッ ク 宛先 メ ト リ ッ ク サマ リ ータ イプ

BYNETIF_COLLISION_RATE AVGCollisionRate avg

BYNETIF_IN_PACKET_RATE AVGInPackets avg

BYNETIF_OUT_PACKET_RATE AVGOutPackets avg

BYNETIF_IN_BYTE_RATE AVGInBytes avg

BYNETIF_OUT_BYTE_RATE AVGOutBytes avg

BYNETIF_ERROR_RATE AVGErrorRate avg

BYNETIF_NET_SPEED AVGNetSpeed avg
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データテーブルマト リクス。

プロパテ ィテーブルマト リクス

履歴プロパティテーブルマト リクス

収集されたディスク メ ト リ ック

収集テーブルは RSR_OVPA_Disk です。 サポー ト されている メ ト リ ッ クはプラ ッ ト フ ォーム間、

および OVPA から EPC までのエージェ ン ト 間で異な り ます。

テーブル / フ ァ イル 名前

未処理テーブル xSR_OVPA_Disk

レー ト テーブル RSR_OVPA_Disk

プロパテ ィ テーブル K_OVPA_Disk

Teel フ ァ イル SysResOVPA_Disk.teel

テーブル / フ ァ イル 名前

プロパテ ィ テーブル K_OVPA_Disk

Teel フ ァ イル prop_OVPA_Disk.teel

テーブル / フ ァ イル 名前

プロパテ ィ テーブル K_OVPA_Disk

履歴プロパテ ィ テーブル K_OVPA_DISK_History

履歴 Teel フ ァ イル prop_SysResOVPA_Disk_history.teel

メ ト リ ッ ク  説明

BYDSK_DEVNAME 特定のデ ィ ス ク を識別する名前。

BYDSK_DIRNAME 当該デ ィ ス ク にマウ ン ト されたフ ァ イルシステム
デ ィ レ ク ト リ の名前。 複数あ る場合は複数の FS を

表示する。

BYDSK_AVG_SERVICE_TIME 期間中、 当該デ ィ ス ク が各デ ィ ス ク要求の処理に
要する平均時間 （ ミ リ 秒単位）。

BYDSK_PHYS_IO_RATE 期間中、 当該デ ィ ス クデバイ スに対する 1 秒当た

り の物理的 IO 要求の平均数。

BYDSK_UTIL 当該デバイ スの使用率、 または要求への対応でビ
ジー状態の時間のパーセン ト 値。

BYDSK_FS_READ_RATE 期間中、 当該デ ィ ス クデバイ スからの 1 秒当た り

の物理的フ ァ イルシステム読み出しの回数。
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毎日の処理

SR_Daily_Disk.pro フ ァ イルは、 毎朝午前 2 時に起動されます。 毎日の処理は

SD_SR_Disk.sum フ ァ イルを実行する こ と です。

時間ごとの処理 

SR_Hourly_Disk.pro フ ァ イルは 1 時間ご と に呼び出されます。 時間ご と の処理では、 新規シス

テムの管理と 、 データパイプレー ト テーブルからデ ィ ス クサブパッ ケージベーステーブルへの
データマ ッ ピングを行います。

新規システムが見つかった場合、 サマ リ ーに記載する前に K_Node に追加する必要があ り ます。

これは、 ス ト ア ド プロ シージ ャ ppSR_OVPADisk_SetIDs を使用し て実行されます。 ス ト ア ド プ

ロ シージ ャは、 SQL ス ク リ プ ト execute_SR_OVPADisk_SetIDs.sql を使用し て起動されます。

ス ト ア ド プロ シージ ャは K_Node に新規システムを実装し、 データパイププロパテ ィ テーブルの

node_fk 列に K_Node から当該システムの dsi_key_id 値を入力し ます。

BYDSK_FS_WRITE_RATE 期間中、 当該デ ィ ス クデバイ スからの 1 秒当た り

の物理的フ ァ イルシステム読み出しの回数。

BYDSK_VM_IO_RATE 期間中、 当該デ ィ ス クデバイ スに対する 1 秒当た

り の仮想 メ モ リ IO の回数。

BYDSK_RAW_READ_RATE 期間中、 当該デ ィ ス クデバイ スからの 1 秒当た り

の生データ読み出しの回数。

BYDSK_RAW_WRITE_RATE 期間中、 当該デ ィ ス クデバイ スへの 1 秒当た り の

生データ書き込みの回数。

BYDSK_SYSTEM_IO_RATE 期間中、 当該デ ィ ス クデバイ スに対する 1 秒当た

り の物理的システム読み出し または書き込みの回
数。

メ ト リ ッ ク  説明
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RSR_OVPA_Disk から SH_SR_Disk へのマッピング

目的 : RSR_OVPA_Disk から SH_SR_Disk ベーステーブルに メ ト リ ッ ク をマ ッ ピング し ます。

プロセスサブパッケージ

プロセスサブパッ ケージは、 時間ご と の収集を実行し ます。 プロセス収集では、 OVPA タ イプグ

ループ内の全てのシステムを収集し ます。

フ ァ イル : SH_SR_Disk.sum 

ソーステーブル : RSR_OVPA_Disk

宛先テーブル : SH_SR_Disk

使用する変数 : node_fk

使用する変数 : prop_disk_name

使用する変数 : hour

列 : ServiceTime=BYDSK_AVG_SERVICE_TIME:avg

列 : DiskUtil=BYDSK_UTIL:avg

列 : PhysicalIORate=BYDSK_PHYS_IO_RATE:avg

列 : FSReadRate=BYDSK_FS_READ_RATE:avg

列 : FSWriteRate=BYDSK_FS_WRITE_RATE:avg

列 : RawReadRate=BYDSK_RAW_READ_RATE:avg

列 : RawWriteRate=BYDSK_RAW_WRITE_RATE:avg

列 : c=BYDSK_VM_IO_RATE:avg

列 : SystemIORate=BYDSK_SYSTEM_IO_RATE:avg

ソース メ ト リ ッ ク 宛先 メ ト リ ッ ク サマ リ ータ イプ

BYDSK_AVG_SERVICE_TIME AVGServiceTime avg

BYDSK_UTIL AVGDiskUtil avg

BYDSK_PHYS_IO_RATE AVGPhysicalIORate avg

BYDSK_FS_READ_RATE AVGFSReadRate avg

BYDSK_FS_WRITE_RATE AVG FSWriteRate avg

BYDSK_RAW_READ_RATE AVGRawReadRate avg

BYDSK_RAW_WRITE_RATE AVGRawWriteRate avg

BYDSK_VM_IO_RATE AVGVMIORate avg

BYDSK_SYSTEM_IO_RATE AVGSystemIORate avg
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データテーブルマト リクス

プロパティテーブルマト リクス

履歴プロパティテーブルマト リクス

収集されたプロセスメ ト リ ック

収集テーブルは RSR_OVPA_process です。 サポー ト される メ ト リ ッ クはプラ ッ ト フ ォーム間で

異な り 、 OVPA エージェ ン ト でのみサポー ト されます。

毎日の処理

SR_Daily_Process.pro フ ァ イルは、 毎朝午前 2 時に起動されます。 毎日の処理は

SD_SR_proc.sum フ ァ イルを実行する こ と です。

テーブル / フ ァ イル 名前

未処理テーブル xSR_OVPA_process

レー ト テーブル RSR_OVPA_process

プロパテ ィ テーブル K_ProcOVPA_proc

Teel フ ァ イル SysResOVPA_Process.teel

テーブル / フ ァ イル 名前

プロパテ ィ テーブル K_ProcOVPA_proc

Teel フ ァ イル prop_ProcOVPA_proc.teel

テーブル / フ ァ イル 名前

プロパテ ィ テーブル K_OVPA_proc

履歴プロパテ ィ テーブル K_OVPA_PROC_HISTORY

履歴 Teel フ ァ イル prop_ProcOVPA_proc_history.teel

メ ト リ ッ ク 説明

PROC_CPU_TOTAL_TIME 総 CPU 消費時間 （秒）

PROC_PROC_NAME プロセス名。

PROC_CPU_TOTAL_UTIL CPU 消費時間 (%)。

PROC_THREAD_COUNT ス レ ッ ド の総数。

PROC_MEM_VIRT 使用される仮想 メ モ リ の合計。
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時間ごとの処理 

SR_Hourly_Process.pro フ ァ イルは 1 時間ご と に呼び出されます。

時間ご と の処理では、 新規システムの管理と 、 データパイプレー ト テーブルから System 
Resource Disk Report Pack ベーステーブルへのデータマ ッ ピングを行います。

新規システムが見つかった場合、 サマ リ ーに記載する前に K_Node に追加する必要があ り ます。

これは、 ス ト ア ド プロ シージ ャ ppSR_OVPAProc_SetIDs を使用し て実行されます。 ス ト ア ド プ

ロ シージ ャは、 SQL ス ク リ プ ト execute_SR_OVPAProc_SetIDs.sql を使用し て起動されます。

ス ト ア ド プロ シージ ャは K_Node に新規システムを実装し、 データパイププロパテ ィ テーブルの

node_fk 列に K_Node から当該システムの dsi_key_id 値を入力し ます。

RSR_OVPA_process から SH_SR_Process へのマッピング

目的 : RSR_OVPA_process から SH_SR_Process ベーステーブルに メ ト リ ッ ク をマ ッ ピング し ま

す。

フ ァ イル : SH_SR_proc.sum 

ソーステーブル : xSR_OVPA_process

宛先テーブル : SH_SR_Process

使用する変数 : node_fk

使用する変数 : Process_Name

使用する変数 : hour

列 : CPUTime=PROC_CPU_TOTAL_TIME:tot

列 : CPUUtil=PROC_CPU_TOTAL_UTIL:avg

列 : ThreadCount=PROC_THREAD_COUNT:tot

列 : VirtualMem=PROC_MEM_VIRT:tot

ソース メ ト リ ッ ク 宛先 メ ト リ ッ ク サマ リ ータ イプ

PROC_CPU_TOTAL_TIME TOTCPUTime tot

PROC_CPU_TOTAL_UTIL AVGCPUUtil avg

PROC_THREAD_COUNT TOTThreadCount tot

PROC_MEM_VIRT TOTVirtualMem tot
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5 分散システムのセッ トアップ
本章では、 次の項目について説明し ます。

• 複数サーバーへのシステム リ ソースのイ ン ス ト ール

• 中央サーバーの設定

• サテ ラ イ ト サーバーの設定

• システム ク ロ ッ ク

複数サーバーへのシステムリソースのインストール

システム リ ソース を複数のサーバーにまたがる 1 つの分散システム と し て実行する場合は、 各

サーバーの設定を行 う 必要があ り ます。 サーバーの設定に先立ち、 必要な ものが全て必要な場所
にイ ン ス ト ールされている こ と を確認し ます。 以下のテーブルに示される よ う に、 データパイプ
はサテ ラ イ ト サーバーに属し ますが、 それ以外のサーバーご と のパッ ケージ イ ン ス ト ールは同じ
です。 

オプシ ョ ンのし きい値サブパッ ケージを イ ン ス ト ールするかど う かは、 し きい値を どのよ う に機
能させるかによ って決ま り ます。 時間単位のデータにし きい値を設定する場合は、 し きい値サブ
パッ ケージをサテ ラ イ ト サーバーにイ ン ス ト ールし ます。 集約データにし きい値を設定する場合
は、 し きい値サブパッ ケージを中央サーバーにイ ン ス ト ールし ます。 

中央サーバーの設定

中央サーバーを設定するには、 次のタ ス ク を行います。

• タ ス ク 1: データベース ロールを設定し てサテ ラ イ ト サーバーを登録する

• タ ス ク 2: LIR を有効化する

• タ ス ク 3: LIR マ ッ ピングを追加する

中央サーバー サテ ラ イ ト サーバー 

System Resource 4.2
SystemResource_Thresholds
Thresholds Module 5.1
Common Property Tables 3.6

System Resource 4.2
SystemResource_Thresholds
Thresholds Module 5.1
Common Property Tables 3.6
SysRes RFC1514 Datapipe 4.1
SysRes OVPA Datapipe 3.1
OVPA Collection Datapipe 1.0
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• タ ス ク 4: 自動生成された コ ピーポ リ シーを検証する

• タ ス ク 5: 割合テーブルの LIR マ ッ ピングを削除する

• タ ス ク 6: SR_Hourly_Reporting.pro フ ァ イルを変更する

タスク  1: データベースロールを設定してサテライ トサーバーを登録する

1 [ 管理コ ン ソール ] を起動し ます (Administrator 権限でロ グオン )。

2 ナビゲーシ ョ ンペイ ンの [ システム ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3 [OVPI データベース ] フ ォルダーに移動し てデータベースシステムを選択し ます。

4 [ データベースのプロパティ ] を ク リ ッ ク し ます。

5 [ データベース ロール ] リ ス ト から、 サテ ラ イ ト サーバーロールを選択し ます。

6 サテ ラ イ ト サーバーロールの設定に必要な情報を入力し ます。

タスク  2: LIR を有効化する

1 [ 管理コ ン ソール ] を起動し ます (Administrator 権限でロ グオン )。

2 ナビゲーシ ョ ンペイ ンの [ システム ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3 [OVPI データベース ] フ ォルダーに移動し て中央サーバーを選択し ます。

4 [LIR 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

5 [LIR の有効化 ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし ます。

タスク  3: LIR マッピングを追加する

1 [ 管理コ ン ソール ] を起動し ます (Administrator 権限でロ グオン )。

2 ナビゲーシ ョ ンペイ ンの [ システム ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3 [OVPI データベース ] フ ォルダーに移動し て中央サーバーを選択し ます。

4 [LIR 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

5 [ マッピングの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

6 [ サテ ラ イ ト サーバーの選択 ] リ ス ト から、 マ ッ ピングを追加するサテ ラ イ ト サーバーを選択

し ます。

7 [ カテゴリ ] データ テーブルオプシ ョ ンを選択し ます。

8 ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から [ システムリソース ] を選択し ます。

9 rate データ タ イプを選択し ます。

10 [ リス トに追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

11 以下の各 SR サブパッ ケージに対し て、 ステ ッ プ 8 ～ 10 を繰 り 返し ます。

• 論理ボ リ ューム

• プロセス

• ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース

新規データベース リ フ ァ レ ン ス を追加するには、 システムおよびネ ッ ト ワーク管理アプ リ ケー
シ ョ ンの [ データベース リ フ ァ レ ン スの追加ウ ィ ザー ド ] を使用でき ます。
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• CPU

• デ ィ ス ク

12 複数のサテ ラ イ ト サーバーがあ る場合、 [ リス トに追加 ] を ク リ ッ ク し て各サーバーに対し て

手順 6 から手順 10 を繰 り 返し ます。

13 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

14 [ 適用 ] を ク リ ッ ク し ます。

時間別データおよび追加し た各 LIR マ ッ ピングに対し て、 コ ピーポ リ シーが自動生成されます。

LIR マ ッ ピングの追加時に選択し たデータ タ イプ （上記のステ ッ プ 9） が、 コ ピーされるデータ

のタ イプ （生成された コ ピーポ リ シーに定義） を決定し ます。 コ ピーされるデータのタ イプ （生
成された コ ピーポ リ シーに定義） は、 LIR マ ッ ピングで選択し たデータ タ イプよ り も上位のサマ

リ ーレベルです。 例えば、 時間別データ タ イプを選択し た場合、 日別データのコ ピーポ リ シーを
生成し ます。

タスク  4: 自動生成されたコピーポリシーを検証する

下記のテーブルに対し て コ ピーポ リ シーが生成された こ と 、 およびコ ピータ イプが正し く 設定
（プロパテ ィ と データ） された こ と を確認し ます。

1 [ 管理コ ン ソール ] を起動し ます (Administrator 権限でロ グオン )。

2 ナビゲーシ ョ ンペイ ンの [Copy Policy] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し、 Copy Policy Manager を起動

し ます。

3 以下のテーブルを探し、 コ ピータ イプが [ プロパテ ィ と データ ] に設定されている こ と を確

認し ます。

SystemResource.ap

• SH_SR_SysXcep

• SH_SR_SysVolXcep

• SH_SR_SysUp

• SH_AppOVPA_SysApp

• SRTran_Transaction

• SR_SR_FileSystem

• SR_SR_Kernel

SysRes OVPA CPU

• SH_SR_CPU

SysRes OVPA デ ィ ス ク

• SH_SR_Disk

SysRes OVPA 論理ボ リ ューム

• SH_SR_Logicalvolume

SysRes OVPA Net イ ン タ フ ェース

• SH_SR_Netinterface

SysRes OVPA プロセス

• SH_SR_Process
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テーブルのコ ピーポ リ シーが生成されていない場合は、 次の手順を実行し ます。

1 [ 新規コピーポリシー ] ア イ コ ンを ク リ ッ クするか、 コ ピーポ リ シーマネージ ャから 

[ ファイル ]>[ 新規コピーポリシー ] と 選択し ます。 コ ピーポ リ シーウ ィ ザード が開き ます。

2 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [Satellite Server and Copy Policy Selection] ページが表示されま

す。

3 プルダウ ン リ ス ト からサテ ラ イ ト サーバーを選択し ます。 このサテ ラ イ ト サーバーからデー
タが中央サーバーにコ ピーされます。

4 [ 単独テーブル ] を ク リ ッ ク し て、 プルダウ ン リ ス ト から目的のテーブルを選択し ます。

5 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [Copy Type Selection Page] ページが表示されます。

6 [ プロパティ とデータ ] を選択し ます。

7 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ サマ リ ー ] ページが表示されます。

8 概要ウ ィ ン ド ウの情報を確認し ます。 情報が正し く ない場合は、 [ 戻る ] を ク リ ッ ク し て変更

する こ と ができ ます。

9 [ 完了 ] を ク リ ッ ク し ます。

10 欠落し ている全てのテーブルについて、 手順 4 ～手順 9 を繰 り 返し ます。

コ ピータ イプが [ プロパテ ィ とデータ ] に設定されていない場合は、 以下の手順を実行し ます。

1 コ ピーポ リ シーをダブルク リ ッ ク し ます。

2 [ プロパティ とデータ ] コ ピータ イプを選択し ます。

3 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

タスク  5: 割合テーブルの LIR マッピングを削除する

SRTran_Transaction、 SR_SR_FileSystem、 および SR_SR_Kernel に関する LIR マ ッ ピング

を削除し ます （データは中央サーバーにコ ピーされる）。

1 [ 管理コ ン ソール ] を起動し ます (Administrator 権限でロ グオン )。

2 ナビゲーシ ョ ンペイ ンの [ システム ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

3 [OVPI データベース ] フ ォルダーに移動し て中央サーバーを選択し ます。

4 [LIR 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

5 K_SR_FileSystem と K_SR_System の [Rate] チェ ッ ク ボ ッ ク スの選択を解除し ます。

6 [ 適用 ] を ク リ ッ ク し ます。

タスク  6: 以下の 6 個のプロセスファイルを書き換える

• SR_Hourly_Reporting.pro フ ァ イル

• SR_Hourly_CPU.pro

• SR_Hourly_Disk.pro

• SR_Hourly_Logicalvolume.pro

• SR_Hourly_Netinterface.pro

• SR_Hourly_volume.pro
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6 つのプロセス フ ァ イルはすべて次の場所にあ り ます。

{DPIPE_HOME}/scripts/

{DPIPE_HOME} は OVPI がイ ン ス ト ールされるデ ィ レ ク ト リ です。

各フ ァ イルで、 次の行を見つけて コ メ ン ト ア ウ ト し ます。

begin:block 1 wait

end:

サテライ トサーバーの設定

次の手順に従って各サテ ラ イ ト サーバーを設定し ます。

1 trendtimer.sched フ ァ イルを変更し ます。

trendtimer.sched フ ァ イルは {DPIPE_HOME}/lib/ デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 こ こ で、

{DPIPE_HOME} は OVPI がイ ン ス ト ールされるデ ィ レ ク ト リ です。

以下を変更し ます。

• 次の行を見つけて コ メ ン ト ア ウ ト し ます。

24:00+2:00 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f  
{DPIPE_HOME}/scripts/SR_Server_Reporting.pro

• 次の行を見つけて変更し ます （毎日の処理時刻を変更）。

1:00+40 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f  
{DPIPE_HOME}/scripts/SR_Hourly_Reporting.pro

を以下のよ う に変更し ます。

1:00+25 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f  
{DPIPE_HOME}/scripts/SR_Hourly_Reporting.pro

2 以下のプロセス フ ァ イルを書き換えます。

• SR_Hourly_Reporting.pro フ ァ イル

• SR_Hourly_CPU.pro

• SR_Hourly_Disk.pro

• SR_Hourly_Logicalvolume.pro

• SR_Hourly_Netinterface.pro

• SR_Hourly_volume.pro

上記のフ ァ イルは次の場所にあ り ます。

{DPIPE_HOME}/scripts/ 

{DPIPE_HOME} は OVPI がイ ン ス ト ールされるデ ィ レ ク ト リ です。

以下を変更し ます。

• 次の行を見つけて コ メ ン ト ア ウ ト し ます。

begin:block2 wait

end:block2
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• 次の行を見つけて コ メ ン ト を外し ます。

begin:block3 wait

end:block3

3 各システムが 1 つのサテ ラ イ ト サーバーのみによ ってポー リ ング される よ う に、 データパイ

プのポー リ ングポ リ シーを設定し ます。

4 サテ ラ イ ト サーバーに 2 つ以上のポーラーがあ る場合、 各ポーラーに対し て個別のポー リ ン

グポ リ シーを作成し、 ビ ューと タ イプを使用し てデバイ ス を区別し ます。

5 リ モー ト ポーラーを使用し ている場合、 複数のポーラー間でポー リ ングが重複し ていないこ
と 、 サテ ラ イ ト と ポーラーの間でポー リ ングが重複し ていないこ と を確認し ます。

システムクロック

各サテ ラ イ ト サーバーのシステム ク ロ ッ ク が中央サーバーのシステム ク ロ ッ ク に同期されている
こ と を確認し て く ださ い。 
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6 データのアーカイブ
本章では、 次の項目について説明し ます。

• データのアーカ イブ

• 現在の保管プロ フ ァ イル リ ス ト の表示

• アーカ イブの有効化

• カ ス タ ム保持プロ フ ァ イルの作成

• アーカ イブデータ レポー ト の表示

データのアーカイブ

データのアーカ イブ機能を使用する と 、 OVPI のパフ ォーマン スの要約 と レポー ト に影響を与え

ずに、 大量のデータ をアーカ イブテーブルに保存する こ と ができ ます。

デフ ォル ト では、 アーカ イブ機能は無効になっています。 アーカ イブ機能を有効にする と 、 デー
タ テーブルがア ク テ ィ ブなデータ テーブルにな り ます。 データは、 アーカ イブテーブルに移行さ
れる までの指定された期間 （保管プロ フ ァ イルに定義）、 ア ク テ ィ ブなテーブルに保管されます。
ア ク テ ィ ブなテーブルは、 唯一のアーカ イブテーブルにデータ をアーカ イブでき ます。 

レポー ト パッ ク のイ ン ス ト ール時、 各データ テーブルに対し て （TEEL フ ァ イルからの情報を使

用し て） 保管プロ フ ァ イルが作成されま し た。 保管プロ フ ァ イルには、 保管プロ フ ァ イルの名前
と 説明、 ア ク テ ィ ブなデータ テーブルにデータが保存される期間 （日数）、 アーカ イブテーブル
にデータが保存される期間 （日数）、 およびアーカ イブが有効か否か、 が定義されています。
データ テーブルの保管プロ フ ァ イルを変更する こ と によ り 、 当該データ テーブルのアーカ イブを
有効にでき ます。 1 つの保管プロ フ ァ イルを 1 つ以上のデータ テーブルに割 り 当て る こ と ができ

ますが、 1 つのデータ テーブルには 1 つの保管プロ フ ァ イルしか割 り 当て られません。

データ アーカ イブの詳細については、 『HP OpenView Performance Insight 管理ガ イ ド』 を参照

し て く だ さい。

ア ク テ ィ ブなテーブルからのデータ と アーカ イブテーブルからのデータは、 同じ レポー ト には記
載されません。
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現在の保管プロファイルリストの表示

全ての保管プロ フ ァ イルを表示するには、 以下の手順を実行し ます。

1 [ 管理コ ン ソール ] を起動し ます (Administrator 権限でロ グオン )。

2 ナビゲーシ ョ ンペイ ンの [ テーブル ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て、 [ テーブルマネージ ャ ] ナビ

ゲーシ ョ ンペイ ンを表示し ます。

3 [ ファイル ]>[ 保管プロファイル ]>[ 保管プロファイルの管理 ] の順に選択し ます。 [ 保管プロ フ ァ

イルの管理 ] ダ イ ア ロ グに、 現在の保管プロ フ ァ イルの リ ス ト が表示されます。 [ 保管プロ

フ ァ イルの管理 ] ダ イ ア ロ グでは、 保管プロ フ ァ イルの作成、 変更、 および削除を行 う こ と

ができ ます。

アーカイブの有効化

アーカ イブを有効にするには、 データ テーブルを選択し てその保管プロ フ ァ イルを変更するか、
任意の保管プロ フ ァ イルを変更し ます。 あ る テーブルについて、 [ テーブルマネージ ャ ] ナビ

ゲーシ ョ ンペイ ンの [ アーカイブを有効にする ] チェ ッ ク ボ ッ ク スが選択されている場合は、

アーカ イブ機能が有効になっています。

変更するデータテーブルの選択

選択し たテーブルの保管プロ フ ァ イルを変更するには、 以下の手順を実行し ます。

1 [ 管理コ ン ソール ] から、 ナビゲーシ ョ ンペイ ンの [ テーブル ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し て、 

[ テーブルマネージ ャ ] ナビゲーシ ョ ンペイ ンを表示し ます。

2 [ テーブルマネージ ャ ] ナビゲーシ ョ ンペイ ンで、 任意のテーブルをダブルク リ ッ ク し ます。

[ データ テーブルの詳細 ] ダ イ ア ロ グが表示されます。

3 [ 保管プロファイル ] タブを選択し ます。

4 ダ イ ア ロ グのフ ィ ール ド を変更し ます。

5 [ アーカイブを有効にする ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス を選択し ます。

6 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

保管プロファイルの変更

保管テーブルを変更するには、 以下の手順を実行し ます。

1 [ 管理コ ン ソール ] から、 ナビゲーシ ョ ンペイ ンの [ テーブル ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

2 [ ファイル ]>[ 保管プロファイル ]>[ 保管プロファイルの管理 ] の順に選択し ます。 [ 保持プロ フ ァ

イルの管理 ] ダ イ ア ロ グが表示されます。

製品のイ ン ス ト ール時に作成されたデフ ォル ト の保管プロ フ ァ イルを変更し た り 削除し た り する
こ と はでき ません。 また使用中のプロ フ ァ イルを削除する こ と もでき ません。

ÉÜÅ[ÉUÅ[ 

レポー ト パッ ク のイ ン ス ト ール時に作成されたデフ ォル ト の保管プロ フ ァ イルを変更する こ と は
でき ません。
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3 変更する保管プロ フ ァ イルを選択し て、 [ 編集 ] を ク リ ッ ク し ます。

4 ダ イ ア ロ グのフ ィ ール ド を変更し ます。

5 [ アーカ イブの有効化 ] フ ィ ール ド で [ はい ] を選択し ます。

6 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

カスタム保持プロファイルの作成

カ ス タ ム保持プロ フ ァ イルを作成し てアーカ イブデータ テーブルに割 り 当て るには、 以下の手順
を実行し ます。

1 [ 管理コ ン ソール ] から、 ナビゲーシ ョ ンペイ ンの [ テーブル ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

2 [ ファイル ]>[ 保持プロファイル ]>[ 保持プロファイルの管理 ] の順に選択し ます。 [ 保持プロ フ ァ

イルの管理 ] ダ イ ア ロ グが表示されます。

3 [ 作成 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 保持プロ フ ァ イルの作成 ] ダ イ ア ロ グが表示されます。

4 以下の情報を入力し ます。 

5 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

6 以下の手順に従って、 カス タ ム保持プロ フ ァ イルをテーブルに割 り 当てます。

a [ 管理コ ン ソール ] から、 ナビゲーシ ョ ンペイ ンの [ テーブル ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ま

す。

b 一覧表示されたテーブルを選別するには、 テーブル リ ス ト の上のプルダウ ン リ ス ト から
特定のカテゴ リ （System_Resource など） および / または特定のタ イプ （割合など） を

指定し ます。

c 保持プロ フ ァ イルを割 り 当て る テーブル （1 つ以上） を選択し ます。

d [ ファイル ]>[ 保持プロファイル ]>[ 保持プロファイルの割り当て ] の順に選択し ます。 [ 保持プ

ロ フ ァ イルの表示 ] ダ イ ア ロ グが表示されます。

フ ィ ール ド 説明

プロ フ ァ イル名 保管プロ フ ァ イルの名前。 長 64 文字。

保持日数 データ をアーカ イブデータ テーブルに移行する まで、 ア ク テ ィ ブ
なデータ テーブルに保持し てお く 日数。 全てのデータ をア ク テ ィ
ブなデータ テーブルに保持し ておき たい （アーカ イブデータ テー
ブルにデータ を一切移行し ない） 場合は、 [ 永久 ] フ ィ ール ド で 

[ はい ] を選択し ます。

アーカ イブ保持日数 データ を削除する まで、 アーカ イブデータ テーブルに保持し てお
く 日数。 全てのデータ をアーカ イブデータ テーブルに保持し てお
き たい （アーカ イブデータ テーブルからデータ を一切削除し ない）
場合は、 [ 永久 ] フ ィ ール ド で [ はい ] を選択し ます。

説明 保持プロ フ ァ イルの説明。 長 255 文字。

アーカ イブの有効化？ デフ ォル ト :[ いいえ ]。 アーカ イブを有効にするには [ はい ] を選

択し、 ア ク テ ィ ブおよびアーカ イブのデータ テーブルを作成し ま
す。
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e 作成し た保持プロ フ ァ イルを選択し ます。

f [ 保持プロファイルの割り当て ] を ク リ ッ ク し ます。

アーカイブデータレポートの表示

アーカ イブデータ レポー ト は、 ア ク テ ィ ブなデータ レポー ト が表示可能な場所であればど こ で も
表示でき ます （アーカ イブデータ レポー ト を表示する前に、 アーカ イブ機能が有効になってい
て、 アーカ イブデータ テーブルにデータが入力されている こ と を確認する こ と）。 Web ア ク セス

サーバーから、 アーカ イブフ ォルダ内のレポー ト を入手でき ます。

ア ク テ ィ ブなテーブルからのデータ と アーカ イブテーブルからのデータは、 同じ レポー ト には記
載されません。
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7 しきい値と変更フォーム
本章では、 次の項目について説明し ます。 

• し きい値サブパッ ケージで設定されているデフ ォル ト のし きい値

• 変更フ ォームを使用し て以下を行 う

— システムプロパテ ィ の更新 ( 複数し きい値の設定を含む )

— フ ァ イルシステムプロパテ ィ の更新 (1 つのし きい値の設定を含む )

しきい値のデフォルト設定

し きい値サブパッ ケージでは、 システム と フ ァ イルシステムのし きい値のセ ッ ト が適用されま
す。 パフ ォーマン スがデフ ォル ト のし きい値に達する と 、 OVPI ではネ ッ ト ワーク管理システム

に ト ラ ッ プが送信されます。 次の表は、 し きい値と 重要度レベルを ま と めた ものです。 

上から 5 つのし きい値の値は、 K_SR_System.teel フ ァ イルで定義されています。 後の 1 つ

のし きい値の値は、 K_SR_FileSystem.teel フ ァ イルで定義されます。 検出されたシステム

はすべて、 こ こ で紹介し たデフ ォル ト 値に初期化されます。

これらのデフ ォル ト 値を実装する場合は特に必要な操作はあ り ません。 し きい値サブパッ ケージ
を イ ン ス ト ールするだけです。 1 つまたは複数のデフ ォル ト 設定を変更するには、 この後で説明

する変更フ ォームを使用し ます。 例外条件に対応する OVPI のア ク シ ョ ンを変更し たい場合は、

Thresholds Module を設定する必要があ り ます。 詳細は、 『Thresholds Module 5.0 User Guide』

( 英語 ) を参照し て く だ さい。 

メ ト リ ッ ク デフ ォル ト のし きい値 重要度

cpuutil_threshold 80% 中

swaputil_threshold 70% 中

memutil_threshold 70% 中

runq_threshold 3 中

pageout_threshold 5 中

FSutil_threshold 70% 中
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変更フォーム

システムおよびフ ァ イルシステムの、 System Resource 4.1 用に管理されているオブジェ ク ト

は、 2 つの変更フ ォームで変更する こ と ができ ます。 これらのフ ォームでは、 既存のオブジェ ク

ト を修正する こ と は可能ですが、 新しいオブジェ ク ト を作成する こ と はでき ません。 フ ォームは
コ ンテキ ス ト によ って異な る ため、 フ ォームを起動する前に選択し ていたすべてのオブジェ ク ト
を変更する こ と ができ ます。 し たがって、 フ ォームを使用する際は十分な注意が必要です。 1 つ

のオブジェ ク ト を変更するのか、 複数のオブジェ ク ト を変更するのかを、 あ らかじめ確認し てお
いて く だ さい。 

システムプロパティの更新

システムのプロパテ ィ 情報の更新フ ォームを起動するには、 [ 管理コ ン ソール ] ウ ィ ン ド ウの左

側にあ るパネルで [ オブジェク ト ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ オブジェ ク ト  / プロパテ ィ の管

理 ] ビ ューが開き ます。 オブジェ ク ト マネージ ャにオブジェ ク ト の一覧が表示されます。 表示さ

れるオブジェ ク ト の種類は、 オブジェ ク ト マネージ ャのどのビ ューを開いているかによ って異な
り ます。 

デフ ォル ト のビ ューは [ デバイ ス ] ビ ューで、 デバイ スの一覧が表示されます。 [ カス タマ ]
ビ ューにはカ ス タマの一覧が、 [ 場所 ] ビ ューには場所の一覧が表示されます。 ビ ューを変更す

るには、 [ ビュー ]>[ ビューの変更 ] を選択し、 ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウから別のビ ューを選択し ま

す。

新しい ノ ード、 場所、 カス タマの作成や、 既存の ノード 、 場所、 カス タマの変
更を行 う 場合は、 Common Property Tables のフ ォームを使用し ます。 
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更新対象のオブジェ ク ト の種類が表示された ら、 更新する特定のオブジェ ク ト を選択し ます。 オ
ブジェ ク ト を選択する と 、 [< オブジェク ト タイプ > 情報の更新 ] が [ オブジェク ト固有のタスク ] の下

に表示されます。 更新タ ス ク をダブルク リ ッ クする と 、 次のよ う な [ システムのプロパテ ィ 情報

の更新 ] が開き ます。

システム情報を更新するには、 フ ォームの該当フ ィ ール ド に変更を入力し ます。 カ ス タマ名の
フ ィ ール ド と 場所名のフ ィ ール ド は無効になっています。 その他のフ ィ ール ド は変更可能です。
変更を保存するには、 [ 適用 ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。 変更内容の入力が完了し た ら [OK] を ク

リ ッ ク し、 変更内容を保存し てフ ォームを閉じ ます。
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ファイルシステムのプロパティの更新

フ ァ イルシステムプロパテ ィ を更新するには、 フ ォームの各フ ィ ール ド に変更を入力し ます。 カ
ス タマ名のフ ィ ール ド と 場所名のフ ィ ール ド は無効になっています。 その他のフ ィ ール ド は変更
可能です。 変更を保存するには、 [ 適用 ] を ク リ ッ ク し て く だ さい。 変更内容の入力が完了し た

ら [OK] を ク リ ッ ク し、 変更内容を保存し てフ ォームを閉じ ます。 
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8 リソースの最適化
Filesystems Resource Optimization は、 も使用率の高いフ ァ イルシステム と も使用率

の低いシステムに着目する レポー ト です。 こ のレポー ト を使用する と 、 リ ソース を追加購入する
のではな く 、 負荷バラ ン ス を調整する こ と が、 サービ ス品質を改善する ための 短の方法かど う
かがわか り ます。 

レポー ト の 1 番上の選択テーブルには、 90 日以内に使用率が 90% に達する と 予測される システ

ムの一覧が表示されます。 選択テーブルの下には過去 2 ～ 3 日の使用率がサービ スのグレード の

棒グ ラ フで示されるので、 近の使用率の増減を ト ラ ッ キングでき、 また、 深刻な状況が改善さ
れつつあ るのか悪化し ているのかを確認でき ます。 サービ スのグレード のグ ラ フの下にあ る線グ
ラ フは、 使用率 (CPU、 メ モ リ ー、 ス ワ ッ プ、 フ ァ イルシステム、 ページア ウ ト 、 および実行

キ ューの長さ ) の日単位の増減を ト ラ ッ キング し ます。 

その後には、 使用率の低いフ ァ イルシステムに関する情報が続き ます。 この選択テーブルには、
90 日以内に使用率が 30% を下回る と 予測される フ ァ イルシステムが表示されます。 

Memory Resource Optimization は、 も使用率の高いシステム メ モ リ ーと も使用率の低

いシステム メ モ リ ーを特定し、 負荷バラ ン スの調整によ り サービ ス レベルを改善でき るチャ ン ス
を示し ます。 1 番上のテーブルから システムを選択する と 、 そのシステムに関する詳細情報が表

示されます。 

こ のレポー ト のための集約はすべて、 日単位で実行されます。 1 番上にあ る選択テーブルには、

90 日以内に メ モ リ ー使用率が 90% を上回る と 予測される システムが表示されます。 また、 当日

から 30、 60、 および 90 日間の メ モ リ ー使用率の予測も確認でき ます。 1 番上の選択テーブルの

すぐ下にあ る テーブルには、 選択される システムの次のよ う な詳細情報が表示されます。

• カ ス タマ

• 場所

• ベンダー

• モデル

• オペレーテ ィ ングシステム

• メ モ リ ー使用率のし きい値 

サービ スのグレード の積み上げ棒グ ラ フには、 CPU 使用率、 メ モ リ ー使用率、 ス ワ ッ プ使用率、

実行キ ューの長さ など、 システムの全体的な稼動状態が詳細に表示されます。 タブで区切られた
各線グ ラ フには、 選択されている システムの日単位の CPU 使用率、 メ モ リ ー使用率、 ス ワ ッ プ

使用率、 フ ァ イルシステム使用率、 ページア ウ ト 数、 実行キ ューの長さ が示されます。 90 日以

内に メ モ リ ー使用率が 30% を下回る と 予測される システムご と に、 上部の選択テーブル と各

タブに分かれた詳細情報がい く つも表示されます。
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9 サービスレベル管理
サービ ス レベル管理 - エグゼ ク テ ィ ブサマ リ ーでは、 前日のサービ スのグレード と 前日の例外数

を調べます。 こ のレポー ト は、 カ ス タマ と 場所で集約された複数システムのパフ ォーマン スデー
タ を分析し、 期間サマ リ ーにま と めます。 

SLM レポー ト を使用する と 、 サービ ス品質が予期どお り かど う かを確認でき ます。 1 番上の選

択テーブルにはカス タマの一覧が、 例外の数が多いものから少ないものの順に表示されます。 各
カ ス タマのデータには、 そのカス タマが所有するすべてのシステムの例外の統計情報が示されま
す。 2 番目の選択テーブルには場所の一覧が、 例外の数が多いものから少ないものの順に表示さ

れます。 場所の選択テーブルは 1 番上の選択テーブル と リ ン ク し てお り 、 場所ご と の例外の総数

が表示されます。

こ のレポー ト を使用する と 、 前日の例外の内訳に関する情報を も と に、 例外 と その内訳の時間単
位、 日単位、 月単位のビ ューを積み上げ棒グ ラ フで表示でき ます。 積み上げ棒グ ラ フには、 上で
選択されている場所にあ るすべてのシステムの例外の総数が示されます。 レポー ト の 後には、
1 時間ご と の稼動状態の評価が、 サービ スのグレード のグ ラ フで表示されます。 こ のグ ラ フで

は、 場所のテーブルでハイ ラ イ ト されている場所にあ るすべてのシステムからデータが集約され
ます。
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10 リソース予測
リ ソース予測では、 2 つのレポー ト が用意されています。

• フ ァ イルシステム予測

• メ モ リ ー使用率予測

こ の 2 つのレポー ト はフ ォーマ ッ ト が非常に似ています。 フ ァ イルシステム予測の 1 番上の選択

テーブルには、 使用率が 100% に近づいていて、 90 日以内に 100% に達する と 予測されるすべ

てのフ ァ イルシステムの一覧が表示されます。 このテーブルの項目は、 し きい値までの日数
(DTT) にも と づいて ソー ト されます。 し きい値に も近いフ ァ イルシステムがテーブルの 1 番上

にな り ます。

DTT の値のほかに、 選択テーブルには次の値が示されます。

• 現在の使用率 ( ベース ラ イ ンの移動平均 )

• 当日から 90 日間の予測使用率

テーブルの項目を選択する と 、 次のよ う な設定情報を表示でき ます。 

• ベンダー

• モデル

• OS

• カ ス タマ

• 場所

• フ ァ イルシステム使用率のし きい値レベル 

こ の選択テーブルから さ らに、 日単位のサービ スのグレード (GoS) のグ ラ フで、 使用率 (CPU、

メ モ リ ー、 ス ワ ッ プ ) と キ ュー長さの各評価を も と に総合的な評価の増減を表示でき ます。 ま

た、 GoS グ ラ フの下にはタブで区切られた一連の折れ線グ ラ フがあ り 、 使用率のレベル と ページ

ア ウ ト 数を ト ラ ッ キングでき ます。 これらのグ ラ フでは、 次の リ ソースの使用率が ト ラ ッ キング
されます。 

• フ ァ イルシステム

• CPU

• メ モ リ ー 

• ス ワ ッ プ 

メ モ リ ー使用率予測の 1 番上の選択テーブルには、 使用率が 100% に近づいていて、 90 日以内

に 100% に達する と 予測されるすべてのシステムの一覧が表示されます。 このテーブルの項目は

DDT の低いものから高いものの順に ソー ト されます。 つま り 、 し きい値に も近いものが 1 番

上に、 し きい値から も遠いものが 1 番下に表示されます。 選択テーブルには、 DDT のほかに

も次の こ と が示されます。

• 現在の使用率 ( ベース ラ イ ンの移動平均 )

• 当日から 90 日間の予測使用率
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テーブルの項目を選択する と 、 次のよ う なシステムの詳細情報を表示でき ます。 

• ベンダー

• モデル

• オペレーテ ィ ングシステム

• カ ス タマ

• 場所

• メ モ リ ー使用率のし きい値

こ の選択テーブルから さ らに、 日単位の GoS のグ ラ フで、 ベース ラ イ ン期間の総合的な評価の

増減を表示でき ます。 こ の総合評価は、 CPU 使用率、 メ モ リ ー使用率、 ス ワ ッ プ使用率、 およ

びキ ュー長さの各評価にも と づいた ものです。 

GoS グ ラ フの下には、 タブで区切られた一連のグ ラ フで、 傾向の日単位の分析が示されます。 こ

れらのグ ラ フ を見る と 、 以下の値がベース ラ イ ン期間でどのよ う に変化し たかがわか り ます。

• メ モ リ ー使用率

• CPU 使用率

• ス ワ ッ プ使用率

• ページア ウ ト 数

こ の後に、 フ ァ イルシステム予測レポー ト のサンプル と 、 メ モ リ ー使用率予測レポー ト のサンプ
ルを示し ます。
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11 例外のホッ トスポッ ト とクイックビュー
本章では、 次のレポー ト について説明し ます。

• 例外のホ ッ ト スポ ッ ト

• ク イ ッ ク ビ ュー

• ク イ ッ ク ビ ュー - 準 リ アルタ イ ム

例外のホッ トスポッ ト

ホ ッ ト スポ ッ ト レポー ト には、 前日の任意の時点で 1 つ以上のし きい値条件を超えたシステムの

一覧が表示されます。 し きい値を超えなかったシステムは、 このレポー ト には表示されません。
こ のレポー ト は特に、 例外の も多いシステムを特定し た り 、 例外を さ らに詳細に調べる場合に
役立ちます。 選択テーブルには、 発生し た例外の種類 と 、 前日の深夜 12 時までの過去 24 時間

の間に発生し た各種例外の数が示されます。 項目を選択する と 、 次のデータが表示されます。

• システム レベルの詳細情報 ( ベンダー、 モデル、 カ ス タマ、 場所、 OS)

• 各 リ ソースの例外し きい値

選択テーブルの下にあ る一連のグ ラ フでは、 前日の リ ソースの使用率レベルが時間単位で ト ラ ッ
キング され、 いつ例外が発生し たかを正確に調べる こ と ができ ます。 レポー ト の下部には、 例外
の詳細のグ ラ フ と サービ スのグレード (GoS) のグ ラ フがあ り ます。 1 つ目のグ ラ フには、 1 日を

通し て各ポー リ ングで検出されたデータが表示されます。 2 つ目のグ ラ フには、 各ポー リ ングの

GoS の総合評価が表示されます。 この総合評価は、 CPU 使用率、 メ モ リ ー使用率、 および

キ ューの長さに も と づいた ものです。

クイックビュー

ク イ ッ ク ビ ューには、 ホ ッ ト スポ ッ ト よ り も さ らに広範な評価が示されます。 このレポー ト に
は、 前日に例外が記録されたかど う かに関係な く 、 すべてのシステムが含まれます ( デフ ォル ト

では、 選択テーブルは 50 行までに制限されています )。 選択テーブルには、 前日の使用率の平均

が、 実行キ ュー、 CPU、 メ モ リ ー、 ス ワ ッ プ、 およびページア ウ ト 数 / 秒別に表示されます。 デ

フ ォル ト の ソー ト 順は CPU 使用率が基準になっています。 テーブルの項目を選択する と 、 次の

よ う なデータが表示されます。

• システム レベルの詳細情報 ( ベンダー、 モデル、 カ ス タマ、 場所、 OS)

• 各 リ ソースの例外し きい値

例外し きい値の情報の下の折れ線グ ラ フには各 リ ソースの時間単位のデータが示され、 1 日を通

し たデータの増減を ト ラ ッ キングでき ます。
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クイックビュー - 準リアルタイム 

ク イ ッ ク ビ ュー - 準 リ アルタ イ ムのフ ォーマ ッ ト は、 ク イ ッ ク ビ ュー と ま った く 同じです。

• 選択テーブルではすべてのシステムが CPU 使用率に基づいて ソー ト されます。

• システム レベルの詳細情報

• 各 リ ソースの例外し きい値

• 各 リ ソースの折れ線グ ラ フ

ク イ ッ ク ビ ューでは、 前日のデータ を参照し ますが、 準 リ アルタ イ ムでは、 過去 6 時間のデータ

を確認でき ます。 ク イ ッ ク ビ ューの準 リ アルタ イ ム版を使用する と 、 ユーザーに影響を及ぼす状
況にな る前に、 問題の部分を特定する こ と ができ ます。 

クイックビュー - 準リアルタイム スナップシ ョ ッ ト  - スナップシ ョ ッ ト

ク イ ッ ク ビ ュー - 準 リ アルタ イ ム - スナ ッ プシ ョ ッ ト のフ ォーマ ッ ト は、 ク イ ッ ク ビ ュー - 準 リ

アルタ イ ム と ま った く 同じです。

• 選択テーブルの各項目は、 過去 6 時間の CPU 使用率に基づいて ソー ト されます。

• システム レベルの詳細情報

• 各 リ ソースの例外し きい値

• 過去 6 時間の各 リ ソースの折れ線グ ラ フ

ク イ ッ ク ビ ュー - 準 リ アルタ イ ムでは、 過去 6 時間のデータ を参照し ます。 準 リ アルタ イ ムのス

ナ ッ プシ ョ ッ ト 版で も同じデータ を参照し ますが、 レポー ト を開 く と きに指定し た特定のシステ
ムのデータのみが表示されます。 参照し たいシステム ( 複数選択可 ) が前も って特定されている

場合は、 準 リ アルタ イ ム レポー ト のスナッ プシ ョ ッ ト 版を使用し て く だ さい。
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12 ト ップテンレポート
System Resource 4.1 には、 2 つの ト ッ プテン レポー ト が用意されています。

• ト ッ プテン ( 例外ボ リ ューム、 CPU 使用率、 フ ァ イルシステム使用率 )

• ト ッ プテン ト ラ ンザク シ ョ ン

どち らのレポー ト で も ラ ン ク付け機能を実行し ます。 1 つ目のレポー ト には 3 つのテーブルが含

まれてお り 、 グ ラ フはあ り ません。 こ のレポー ト では、 前日の例外数、 前日の CPU 使用率、 お

よび前日のフ ァ イルシステム使用率に着目し ます。 このレポー ト を使用する と、 例外数の多いシ
ステムや、 CPU 使用率の高いシステム、 フ ァ イルシステム使用率の高いシステムを特定でき ま

す。 

システムのラ ン ク付けに加え、 このレポー ト の各テーブルには、 次のよ う な詳細情報が示されま
す。

• カ ス タマ

• 場所

• 製造元

• モデル

• オペレーテ ィ ングシステム

こ のレポー ト に表示される システムは、 し きい値を超えていないシステム、 例外が発生し てない
システム も あ り ます。 こ のレポー ト で示される例外の数と 使用率レベルは、 し きい値レベルを超
えている もの も下回っている ものも あ り ます。 も例外数の多いシステムを調べたい場合は、
ホ ッ ト スポ ッ ト レポー ト を使用し て く ださ い。 
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A バージ ョ ン履歴
以下の表に、 System Resource Report Pack のバージ ョ ン 3.0 以降の機能拡張の履歴を示し ま

す。

バージ ョ ン リ リ ース日 機能 / 拡張機能

3.0 2003 年 5 月 OVPI オブジェ ク ト マネージ ャのサポー ト

新しい変更フ ォーム :

• システムのプロパテ ィ 情報の更新

• フ ァ イルシステムのプロパテ ィ の更新

新しいデータパイプ :
• SysRes OVPA Datapipe 1.0

3.0 2003 年 10 月 新しいデータパイプ :
SysRes OVPA Datapipe 2.0

4.0 2004 年 4 月 Oracle のサポー ト

新しいレポー ト :

• CPU 使用率予測

• システム別 CPU 詳細

• デ ィ ス ク リ ソース情報

• 論理ボ リ ューム情報

• ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース

• システム別プロセス

• ト ッ プテン ト ラ ンザ ク シ ョ ン

• システム当た り の ト ラ ンザ ク シ ョ ンのスナ ッ プシ ョ ッ ト

• システムの可用性 ( ダウ ン タ イ ム / 動作時間 ) 
• システム イ ンベン ト リ

• 各アプ リ ケーシ ョ ンを実行する システム / スナッ プシ ョ ッ ト
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4.0 2004 年 4 月 既存のレポー ト の変更 :

1. SLM— エグゼ ク テ ィ ブサマ リ ーレポー ト

• [ カス タマ ] 選択テーブル :[ 例外総数 ] が追加されま し た

• [ 場所 ] テーブル :[ 総ボ リ ューム ] と [ 平均日別ボ リ ューム ]
が削除されま し た 

• [ 例外総数 ] グ ラ フ : [ 日別 ] タブ と [ 月別 ] タブが追加されま
し た

• [ 例外総数 ] グ ラ フ : ボ リ ュームへの参照が削除されま し た

2. ト ッ プテン レポー ト

• [CPU 使用率が も高いシステム ] テーブル : [ キ ューの長さ
] が追加されま し た

• [ も ボ リ ュームが大きいシステム ] テーブル : [ ネ ッ ト ワー
ク総使用率 ] が追加されま し た

4.0 2004 年 4 月 3. メ モ リ ー リ ソースの 適化レポー ト

• [ 過剰使用のシステム メ モ リ ー ] テーブル : [ 平均ページア ウ
ト ] が追加されま し た

4. CPU 予測レポー ト

• [DTT] 選択テーブル : 30 日間と 60 日間の予測が追加されま
し た 

5. メ モ リ ー予測レポー ト

• [DTT] 選択テーブル : 30 日間と 60 日間の予測が追加されま
し た 

6. フ ァ イルシステム予測レポー ト

• [DTT] 選択テーブル : 30 日間と 60 日間の予測が追加されま
し た

4.0 2004 年 8 月 新しいア ッ プグレード パッ ケージ :
• UPGRADE_SR_3.0_to_4.0.ap
• UPGRADE_SR_CPU_1.0_to_1.5.ap 
• UPGRADE_SR_DISK_1.0_to_1.5.ap
• UPGRADE_SR_PROC_1.0_to_1.5.ap
• UPGRADE_SR_NetIf_1.0_to_1.5.ap
• UPGRADE_SR_LV_1.0_to_1.5.ap

4.0 2004 年 11 月 新しいデータパイプ :
• OVPA Collection Datapipe 1.0
• SysRes OVPA Datapipe 2.6

バージ ョ ン リ リ ース日 機能 / 拡張機能
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4.1 2005 年 6 月 レポー ト リ ン ク

起動ポ イ ン ト ページ

ア ド ホ ッ ク セレ ク タ レポー ト

選択テーブル内の色分けグ ラ フ

新しいア ッ プグレード パッ ケージ :
• UPGRADE_SR_to_4.1
• UPGRADE_SR_CPU_to_4.1
• UPGRADE_SR_DISK_to_4.1
• UPGRADE_SR_PROC_to_4.1
• UPGRADE_SR_NetIf_to_4.1
• UPGRADE_SR_LV_to_4.1

新しいデータパイプ :
• SysRes OVPA Datapipe 2.8

4.1 2006 年 5 月 新規バージ ョ ン番号のサブパッ ケージ :
• SR_DISK 4.2 
• SR_LV 4.2 
• SR_NetIf 4.2

ア ッ プグレード パッ ケージ と 不具合の修正 :
• UPGRADE_SR_LV_to_4.2

— QXCR1000329115: 欠陥のあ る ビ ュー
(RSRV_OVPA_LOGICALVOLUME)

• UPGRADE_SR_DISK_to_4.2

— QXCR1000239305: prop_disk_name 列のサイ ズを 32 か
ら 255 に変更 

バージ ョ ン リ リ ース日 機能 / 拡張機能
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4.1 2006 年 5 月 • UPGRADE_SR_NetIf_to_4.2

— QXCR1000235473: prop_netif_name 列のサイ ズを 32 か
ら 255 に変更 

データパイプの不具合の修正 :
• SysRes OVPA Datapipe 3.0

— QXCR1000247763: 設定フ ァ イルの欠陥

4.2 2007 年 4 月 場所独立レポー ト (LIR)

コ ピーポ リ シー

NRT レポー ト の 上位テーブルにレー ト データが表示されな く

なった

長期保管 （LTR） / データ アーカ イブ

UPGRADE_SR_CPU_to_42.ap
UPGRADE_SR_to_42.ap
UPGRADE_SR_DISK_to_43.ap
UPGRADE_SR_LV_to_43.ap
UPGRADE_SR_NI_to_43.ap
UPGRADE_SR_PROC_to_42.ap
UPGRADE_SR_OVPA_to_31.ap
UPGRADE_RFC1514_to_41.ap

以下の不具合が修正されています。 
• QXCR1000187641
• QXCR1000282592
• QXCR1000305835
• QXCR1000317552
• QXCR1000332277
• QXCR1000333100
• QXCR1000349074
• QXCR1000349423
• QXCR1000350295
• QXCR1000351698
• QXCR1000351779
• QXCR1000353093
• QXCR1000353117
• QXCR1000368670
• QXCR1000371772
• QXCR1000380955
• QXCR1000393303
• QXCR1000396234
• QXCR1000409662

バージ ョ ン リ リ ース日 機能 / 拡張機能
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B テーブルとグラフの編集
テーブルやグラ フは複数の方法で表示する こ と ができ ま す。 通常はデフォ ルト のビュ ーで十分で
すが、 別のビュ ーに変更する のは簡単です。 レ ポート ビュ ーアを使っている 場合には、 オブジェ
ク ト を右ク リ ッ ク する と 、 ビュ ーオプショ ンの一覧が開き ま す。 Web アク セス サーバーを使用し

ている 場合には、 次の手順に沿って、 テーブルやグラ フのデフォ ルト ビュ ーを変更し てく ださ い。

1 リ ン クバーの [ 設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

2 ナビゲーシ ョ ン フ レームの [ レポート ] を展開し ます。

3 [ 表示 ] を ク リ ッ ク し ます。

4 [ 要素編集の許可 ] ボ ッ ク ス を選択し ます。

5 [ 適用 ] を ク リ ッ ク し ます。

6 テーブルまたはグ ラ フの横の [ 編集 ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 

テーブルのビューオプシ ョ ン

テーブルを右ク リ ッ クする、 あ るいは、 Web ア ク セスサーバー使用時に [Edit Table] ア イ コ ンを

選択する と 、 テーブルのビ ューオプシ ョ ンの一覧が開き ます。

相対時間範囲 ( 現在からの ) を変更し た り 絶対時間範囲を設定するには、 [ 期間の設定 ] を選択し

て く だ さい。 [ 期間の設定 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。

テーブルに表示する対象の期間を、 た と えば 42 日から 30 日や 7 日に、 短縮する こ と ができ ま

す。 過去のあ る日から昨日よ り も前の日までの具体的な期間を指定し たい場合には、 [ 絶対時間の

使用 ] を ク リ ッ ク し、 [ 開始時刻 ] と [ 終了時刻 ] を選択し ます。

制約を緩 く あ るいは厳し く し て、 制約を満たす要素の数を増やし た り 減ら し た り するには、 [ 制
約値の変更 ] を選択し て く だ さい。 [ 制約値の変更 ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。 制約を緩 く するには

値を小さ く 、 制約を厳し く するには値を大き く 設定し ます。

[ ノード  / インタフェースの選択 ] を選択する と 、 テーブルの対象を特定の ノー ドや、 特定のイ ン タ

フ ェース、 ノ ードやイ ン タ フ ェースの特定のグループに制限し て、 テーブルのス コープを変更す
る こ と ができ ます。 [ ノ ード の選択タ イプを選択し ます ] ウ ィ ン ド ウが開き ます。
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[ 最大行数の変更 ] を選択する と 、 テーブルに表示する行数を増やし た り 減ら し た り する こ と がで

き ます。 デフ ォル ト は 50 です。 デフ ォル ト よ り 大きい値を指定する と 、 テーブルを開 く のにか

かる時間が長 く な る場合があ り ます。 大規模なネ ッ ト ワークの場合には、 デフ ォル ト 値を使 う と
テーブルが も速 く 開き ます。 

[ 新規フレームで表示 ] を選択する と 、 次の図のよ う に、 テーブルが [ テーブルビ ューア ] ウ ィ ン ド

ウ内に開き ます。 必要に応じ てウ ィ ン ド ウのサイ ズを調整し、 テーブル内のデータ を読みやす く
し て く だ さい。 

グラフのビューオプシ ョ ン

グ ラ フ を右ク リ ッ クする、 あ るいは、 Web ア ク セスサーバー使用時に [ グ ラ フの編集 ] ア イ コ ン

を選択する と 、 次のよ う なビ ューオプシ ョ ンの一覧が開き ます。 
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次の表では、 各オプシ ョ ンの詳細について説明し ます。

スタイルオプシ ョ ン

[ スタイル ] を選択する と 、 グ ラ フの 7 つのビ ューオプシ ョ ンの一覧が表示されます。

オプシ ョ ン 機能

[ 期間の設定 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能 と同じ

[ 制約値の変更 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能 と同じ

[ ノード  / イ ン タ フ ェースの選択 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能 と同じ

[ 表示データ ] グ ラ フ上のそれぞれの点について、 データ を
スプレ ッ ド シー ト に表示する

[ グ リ ッ ド ] 次のグ リ ッ ド 線をグ ラ フに追加する

X 軸のグ リ ッ ド 線

Y 軸のグ リ ッ ド 線

X 軸および Y 軸のグ リ ッ ド線

[ 凡例 ] レジェ ン ド ( 凡例 ) を削除または移動する  

[ ス タ イル ] 下記の図を参照

[ 大行数の変更 ...] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能 と同じ

[ データ テーブルの表示 ] 下記を参照

[ 要素を CSV と し てエ ク スポー ト ...] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能 と同じ

[ 新規フ レームで表示 ] [ グ ラ フ ビ ューア ] ウ ィ ン ド ウにグ ラ フを開 く

[ グ ラ フの印刷 ] 上述のテーブルオプシ ョ ンの機能 と同じ
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[ スタイル ]>[ 面グラフ ]

線グ ラ フや棒グ ラ フ を面グ ラ フに変更し ます。 このフ ォーマ ッ ト では、 相対値や合計値は見やす
く な り ますが、 小さ なデータ型の絶対値は見に く い場合があ り ます。 色の帯の任意の場所を ク
リ ッ クする と 、 その場所の正確な値が表示されます。

グ ラ フの期間を短 く するには、 [Shift] ＋ [Alt] キーを押し、 マウ スの左ボタ ンで注目し たい期間

をハイ ラ イ ト し ます。 マウ スボタ ンを離すと 、 選択し た期間が表示されます。

[ スタイル ]>[ 積み上げ面グラフ ]

面グ ラ フや線グ ラ フ を積み上げ面グ ラ フに変更し ます。 こ のビ ューは、 少数の変数を表示するの
に適し ています。
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[ スタイル ]>[ 棒グラフ ]

グ ラ フ を棒グ ラ フに変更し ます。 こ のビ ューは、 少数の変数の比較的等しい値を表示するのに適
し ています。 次のグ ラ フには 3 つの変数が表示されています。

[ スタイル ]>[ 積み上げ棒グラフ ]

線グ ラ フや面グ ラ フ を積み上げ棒グ ラ フに変更し ます。 フ レームの幅を広げる と 、 時間の目盛 り
は 1 時間単位にな り ます。 フ レームの高さ を広げる と 、 呼び出しボ リ ュームが 10 単位で表示さ
れます。
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[ スタイル ]>[ 折れ線グラフ ]

面グ ラ フの色の帯を線に変更し ます。 フ レームの幅を調整する と 、 データ ポイ ン ト を時間単位に
する こ と ができ、 フ レームの高さ を調整する と 、 呼び出し ボ リ ュームを整数にする こ と ができ ま
す。

[ スタイル ]>[ 円グラフ ]

面グ ラ フ を円グ ラ フに変更し ます。 面グ ラ フの帯が円グ ラ フの 1 つの区切 り にな り 、 円グ ラ フ全

体が 24 時間を表すよ う にな り ます。 このビ ューが役に立つのは、 表示するデータ値の数が少な

く 、 対象のデータが 1 日分の場合です。

複数の日のデータ を見る場合には、 1 日につき 1 つの円グ ラ フが、 複数表示されます。 
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[ データテーブルの表示 ]

こ のオプシ ョ ンを選択する と 、 グ ラ フがスプレ ッ ド シー ト に変わ り ます。 

[ 新規フレームで表示 ]

グ ラ フが [ グ ラ フ ビ ューア ] ウ ィ ン ド ウ内に開き ます。 ウ ィ ン ド ウのサイ ズを調整し て読みやす

く し て く だ さい。 
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